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文序

昨年度から実施 している都市計画街路、川内 。南小泉線建設

工事にともなう発掘調査は、今年度は仙台バイパスと接続する

付近の調査を行いました。予定では、昨年度調査を行つた第 1

次調査区北側の部分も行うことになっていましたが、いろいろ

な問題があり、来年度に持ち越 しになりました。

昨年度調査を実施 したところは、過去の分布調査から、遺構

の濃密なところと推定されていましたが、今年度調査箇所は、

南小泉遺跡としては、中央部南端にあたり、昨年度の調査結果

とも合せてみると、時期としては平安時代以降で、しかも、遺

構数は少ないのではないかと予想されておりました。その結果

は以下にまとめて報告してありますので、是非ご一読の上、ご

批評下さい。前述 しましたように、調査が来年度まで伸びたこ

とにより、当都市計画街路建設に伴 う調査の細部にわたる分類 、

考察も、来年度の調査報告書中で扱いたいと思います。

さて、昨年度実施 した、この第 1次調査以来、南小泉追跡内

での調査は、今回の第 2次調査を含めて、宮城県教育委員会、

仙台市教育委員会で4ヶ 所で実施 しており、当遺跡の内容が序

々に明らかになりつつあります。一方、このような実態は、我

々、文化財保護行政にたずさわっている者にとりましては、憂

うべき問題でもあります。遠見塚古墳を含めて、この一帯の保

存、保護を考える場合、今をおいては、その時期を逸すると考

えられます。このことをふまえて、仙台市の都市開発と自然環

境の調和という観点からも、これからも努力してまいる所存で

あります。

最後になりましたが、皆様の文化財へのご理解とご協力をお

願い申し上げます。

昭不日58年 3月

仙台市教育委員会

教育長 藤井  黎



例    言

1.本書は都市計画街路、川内・南小泉線建設工事に先行する第 2次調査の報告書である。

2.内容は事実報告に主力をおき、考察は若千である。次年度に第 3次調査を予定しており、

そのおりに3年間の資料に基ずき、分類、考察 したい。

3,本書に掲載 した地形図は、回土地理院発行の 1:25,000仙 台東南部地形図である。

4.土層、遺物の色調は、農林省農林水産技術会議事務局監修、財団法人・日本色彩研究所色

票監修の新版標準土色帖を使用した。

5。 本書の原稿執筆担当は、目次に示したとおりである。なる編集は工藤が担当した。

6.本書作成にともなう図面、遠物整理は「Ⅲ、調査要項」に記載 してある整理が加者全員で

行った。                        
｀

7.遺物の写真撮影は、小島真由美が担当した。

8.内黒土師器は、その実測図にスクリーントンを貼って表現した。

9,「付 1」 の三辻利一氏の胎土分析に使用した南小泉遺跡の資料は、昨年度、第 1次調査の

ものである。

10.磁北方向は真北に対して西偏 7°0'で ある。



次目

序文

例言

I.は じめに,…………1●…………………………………………………………………・結放I真-1

Ⅱ.調査要項…………。…………………………………………………:..… ……………工藤哲司 1

Ⅲ。遺跡の位置と環境……………………………………………………………………・ 夕  4

Ⅳ.基本層位………・………………………………………………………………………  ″  4

V.発見違構と遺物………Ⅲ……………………………………………………………… ケ  8

1.住居跡…………・・・……………・・・…………………Ⅲ。。…………………………・ ´ H

2,土羨……………………………………………Ⅲ…………………………………  ″ 17

3.小溝状遺構 ……………………………………………………………………… ″ 25

4.ピ ット………・`・ …………………………・・・…………………・・・・・・………・・・…・ ク 30

5。 性格不明遺構・…i・∴.………………………………………T・ ……………Ⅲ・̀  ″ 31

6.溝帥・・・………………………・・・…………………………………………………・  ク 34

Ⅵ。遺物・遺構の総括・・r.… …………………………………………………………中…  ケ  50

1.遺物の総括………………………………………………………………………・ 夕  50

2.遺構の総括………………………………Ⅲ………………………………………  ″  56

Ⅶ!ま とめ………………………………………………………工・………………………  ″  61

註記

写真図版…………
i……………………………………………………………………………1'66

付 1.仙台市周辺の窯跡および遺跡出土土器の胎土分析…Ⅲ…………………………三辻利-77

付 2.胎上分析結果について…………………………………Ⅲ………………………・●構城4真-82



I日 は じ め に

昨年度からはじまった都市計画街路、川内・南小泉線の調査は、今年度は、仙台バイパス接

続点付近、対象面積約1000∬ のうち約 550∬ を調査 した。当市で把握 している南小泉追跡のほ

ぼ中央部南端に当たる位置である。

はじめに、昨年度、図上で設定したように、計画街路中心杭No.0～ No.5の 間の I区 に、現

場で調査範囲として縄張 りしたグリットは4-c～ f、 5-c～ f、 6-c、 d、 7-c、 d

(言土)

南半であり、第 3次調査区ということになる。

当初は、昨年度調査 を実施 したⅢ区の第 1次調査区北側の畑地にも調査区を設定することに

なっていたのであるが、用地買収の遅れにより、来年度にその部分の調査 を廷期することにな

った。

ljIB 仙台市教育委員会「南小泉遺跡」仙台市文化財調査報告書第35集 (1982・ 3)の P5参照。

Ⅱ.調 査 要 項

遺構の名称  南小泉追跡 (仙台市文化財登録番号C-102)

調 査 地 点  仙台市古城三丁目

調 査 面 積  約 550∬ (対象面積約1000∬ )

調 査 期 間  昭和57年 6月 22日 ～8月 12日 (延38日 )

調 査 主 体  仙台市教育委員会

調 査 担 当  仙台市教育委員会社会教育課文化財調査係 主事 結城慎一、工藤哲司

調査参加者  (現地調査)

吉田俊一、菅野二郎、黒滝ふくえ、鈴木悦子、村上まつえ、渡辺みつゑ、声野

ヒデ子、兼子 ミヨ子、佐々木由糸己、松本寿一、只野宗一、佐藤和子、佐藤愛子

(現地調査～整理)

小林広美、赤間郁子、神尾恵美子、神尾糸己以子、渡辺紀雄、熊谷峯子

(整理)

荒井 格、菊地雅之、相沢尚子
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第 1図 遺跡の位置と周辺の遺跡
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第 2図 発掘調査区とその周辺
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Ⅲ日遺跡の位置と環境

南小泉追跡は仙台平野の北部に位置し、国鉄仙台駅の南東約3.5にmの所にある。追跡は広瀬川

北岸に発達した自然堤防上に立地している。沖積平野にあっては、その奥部にあたる。遺跡の

標高は1lm前後であるが、自然堤防の発達状況の差異や後背湿地となっている所もあり、緩や

かな起伏が認められる。

追跡の範囲は、東西約1600m,南北約900mに も及び、仙台市内では最大規模の追跡となって

いる。追跡が残っているのは弥生時代の中期からで、弥生時代の追構は違跡の東部を中心とし

ている。その後、古墳時代から平安時代まで各時期の古代集落が営まれている。古墳時代中期

には、遺跡の中心部に東耳ヒ地方第 3位の規模を有する主軸長110mの前方後円墳である遠見塚古

墳が築かれている。

中世から近世については、陶磁器の採集や、この時期と考えられる濤跡、墓壊等の発見はあ

るが、古代に比べるとさらに不明な点が多い。

南小泉追跡の周辺には、他にも多くの遺跡が存在しており、弥生時代としては西台畑追跡が

あり、古墳時代としては南小泉違跡の西方に、法領塚古墳や猫塚古墳がある。歴史時代になる

と多賀城以前の官衝跡と考えられる郡山遺跡や陸奥国分寺、同尼寺跡が見られるようになり、

仙台平野の中心的地区になってくる。さらに、中世から近世初頭にかけては、北目城や若林城、

また沖野城が築かれ、古来この地域は歴史の足跡の絶えることがなかった。

同追跡周辺は、近年まで仙台近郊の田園地帯となっていたが、最近は急速に宅地化が進行し

て、田畑は年々減少している。このまま宅地化が進行すれば、南小泉追跡として残るのは、史

跡指定された遠見塚古墳と、霞ノロ飛行場地内だけとなる恐れがある。

ⅣB基 本 層 位

I層 畑の耕作土で60～120cmあ り、上下 2層 に分けられる。上部の I-1層 は、にぶい黄褐色

シル トからなる現耕作土層で、下部の I-2層 は、にぶい黄褐色砂質シル トからなる天地がえ

しによる耕作土層である。調査区の北西部には、 I-2層 の下に更に旧水田と考えられるグラ

イ層とその底面に酸化鉄 を多量に合む層も認められた。

Ⅱ層 天地がえしの比較的浅い所では、部分的にやや黒味 を帯びた少量の遺物 を合む層が10～

20cmの 厚さに検出された。この層も上下に 2分 される。上部は褐色 を呈するシル ト層で、下部

はにぶい黄褐色 を呈 している。この層の上面では数個のピットが検出されたが、他の大部分の

遺構は、この層 を除去 した後に検出されている。
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第 3図 調査区・ グリット配置図
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Ⅲ層 この屑の上 1侑 iに おいて大劇
`分

の遺構が検出された。

色、土質は多少異 なるが、この地区の地山となっており、

11.00m

卜

S

SD 27

部分的に、あるいは深さによって土

層中からの遺物の出土はない。

SD 31

屑  位 土 色 土 質 そ の 他

Ⅱ-1 loY R% にぶい黄栂色 ,レ  ト しま りな し・耕作土 と思 われる

Ⅱ-2 10Y R% にぶい黄褐色 砂質 シル ト 粘 ■・ しまりやや有 り

Ⅱ― a 10Y R%褐  色 ン  'レ  ト しまり若干有り

Ⅱ― b 10Y R% にぶい黄栂色 ン  ,レ   ト 粘性・ しまりやや有 り

10Y R% にぶい黄tF」色 ン  ,レ   ト 粘性若干有 り  地 山

A loY Rツ 黒 褐 色 粘 土質 シル ト 粘性 。しまりやや有 り

loY R%叶 偶 色 枯土質 シル ト 格性 。しまりやや有 り

イ 10Y R%‖ ヤ 褐 色 ン  ,レ   ト llh性  しまりやや有り

loY R%叶 tFJ色 粘土質 シル ト 粘性・しまり有り

第 4図 調査区西壁土層断面図
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V日 発見遺構と遺物

本調査区における発見遺構は、竪穴住居跡 2軒 (S117.18)

(SK6～ 12)、 濤28条 (S D16～ 43)、 小濤状遺構 (17条 1群 )

各遺構の概要は次の通 りである。

井戸跡 1基 を含む土羨 7基

、 ピット1461国 がある。

層 ´位 土 色 土 質 そ の 他

I-1 OY R%tF」  色 砂質 シル ト しまりがなヤ

I-2 OY R%tF」  色 砂質 シル ト 酸化鉄,マ ンガ ン粒 を少量合む

OY R% こぶい黄 tF」色 砂質 シル ト

Ⅲ OY R靡 こない黄 tFl色 粘土質 シル ト 酸化鉄を合む

A OY R% ぶ い責橙色 砂質 シル ト 酸化鉄 を少量合む

loY R% ぶい責 tFJ色 ,レ  ト 酸化鉄 を合ふ,粘性 が強 ヽ

C loY R%灰 黄 褐 色 格土質 シル ト 酸化鉄 を含 む

D 10Y R%暗 褐 色 シ  ,レ   ト 駿化鉄 を合む

10Y R%灰 黄 掲 色 シ  ,レ  ト 酸化鉄を合む,粘性有り
b ЮYR% にぶい黄橙色 シ ,レ   ト 酸化鉄 を含 む,粘性有 り

X 10Y R% にぶい黄褐色 砂質 ンル ト 酸化鉄 を合む

Y lo Y R% にぶい黄褐色 砂質 シル ト 酸化鉄を合む, しまりが強ヽ

第 5図 調査区南壁土層断面図
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1.住 居 跡

(1)17号住居跡

〔平面形、保存状況、重複〕 南束角付近 を8号土媛に切 られ、北西角付近 を攪乱壌により削

平されているが、比較的保存ガ犬況は良い。平面形は、東西軸がやや長いが、ほぼ方形 を呈す。

重複関係は、32、 40号構、小濤状遺構 (NE一 SWl)を 切っており、 8号土渡に切 られてい

る。また、住居跡の埋没過程 において、堆積土の11層 上面から掘 り込まれた濤が、住居跡の西

寄 りに、幅20cm、 長 さ220cmに 渡って検出された。

〔規模〕 17号住居跡は、南耳帥由2.85m、 東西軸3.20mを計る。かなり小規模な竪穴住居跡で

ある。

〔堆積土〕 堆積土は 5～ 15釦程度残存する。全体的に自然堆積の状況を呈し、壁除付近では

土層の細分が可能であったが、中央付近は、全体的に暗褐色のシルト層が分布している。カマ

ド謝
`分

の堆積土には焼土や炭化物が少量合まれているが、一般的なカマ ドの周辺の状況と比較

すると、その密度は非常に低いようである。

〔壁、床面〕 壁面は、四辺とも緩い凹凸が認められる。床面からの立ち上りは丸味をもって

立つが、その傾斜は緩い所と急な所がある。床面はほぼ平坦である。中央付近は、かなり良く

しまっているが、壁面に近 くなるにつれて、ややしまりなくなってくる。

〔柱穴〕 ピットは東北角付近に6個、西北角付近に2個、南西角付近に2個、カマ ド付近に

1個、住居跡中央に 1個の計12個検出された。各角のピットは、柱穴になる可能性もあるが、

柱痕跡の検出できたものはなく、また南東角にはピットが検出されなかったので、柱穴と断定

することはできない。

〔カマ ド〕 カマ ド本体は残存していないが、煙道の底面付近と、カマ ド右袖の基底部が残つ

ている。煙道は幅25cm、 長さ11砺 を計り、北壁の中央よりやや束に寄った所に接続 している。

煙道の中軸線は、住居跡の東辺及び西辺からそれぞれ約150cm(5尺 )、 約180cm(6尺 )の 所に

位置する。カマ ド本体は、右袖の基底部が幅20cm、 長さ34cmの 範囲で残っている。カマ ドの焼

土面は完全に失われ、その痕跡も残つていなぃ。

〔遺物出土状況〕 堆積土中からの進物出土量は少なく、土師器及び須忘器片が11点出土した

にすぎない。床面からは実測可能な土師器 2個体と須恵器 1個体分及び小破片が26点出土した。

実測図に示した 3個体は、全て住居跡束壁中央付近からまとまって出土したものである。須恵

器甕は上部を大きく欠損しているが、正立の状態で出土し、土師器 2個体は、この石恵器の北

側に横転 しかかった状態で出土した。

〔出土遺物〕 土師器甕 1は深外に近い形態のもので、体部と口縁部の境がわずかに緩くくび
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17号住居跡観察表

+許 9

規  模 方   向 壁残存高 カ マ ド 同   溝 主柱穴 重  複 備 考

南北軸2.85m

東西軸320m

面 積9,12滞

南 北 軸

N-6°一w
東 西 軸

N-96生 w

東 4～ 7 cln

西5～ Hcm

南 2～ 7 cm

北 2～ 8 cln

位置 男ヒ壁中央付近

燃焼部  不明

煙 道 111× 24

な  し

不  明床面標高

1072m

第 7図 17号住居跡実測図



17号住居跡

P l P 2 P 3 P  4 P 5 P 6 P 7 P 8 P 9 P 10 P ll P 12

平 面 形 円 形 楕円形 円 形 円 形 惰円形 円 形 円 形 円 形 円 形 円 形 円 形 精円形

規  模 49×26 30× 27 22× 19 26× 25 22× 19 25× 24 18× 17 46× 41

1架   さ 7 16 6 10 5 7 19

堆 積 土 ン,レ ト ンルト シ,レ ト 粘土質シル 粘土質シル 二土質シルト古土質シル h十 暫シルト粘土質シル 粘土質シル

17号住居跡

層  位 土 色 土 質 そ 他

I ЮYR%暗  褐 色 シ ,レ  ト 焼 上 を微量 に含 む  しま り有 り

2 10Y R%  褐 色 粘 土 質 シル ト しま り有 り

3 ЮYR%黄  褐 色 粘土 質 シル ト 明 黄褐色上 の ブ ロ ックに合 む  しま り有 り

4 10Y R%黄  褐 色 粘土 質 ンル ト 炭化物 を微 量 に含 む     しま り有 り

5 loY R%  褐 色 粘 土 質 ンル ト 明黄 偶色土焼 土 .炭化物 を混 入  しま り有 り

6 10Y R%n帝  褐 色 粘 土 質 シル ト 炭化物 ,焼土混入  しま り有 り

7 10Y R%晴  褐  色 焼土 混 入  しま り有 り

8 loY R%  褐 色 粘土 質 ンル ト しまり有り

9 ЮYR%晴  褐 色 粘 土 質 シル ト 炭 化物 ,灰 ,焼土混 入  しま り有 り

ЮYR%  褐 色 ,レ  ト しまりやや有り

loY R%  褐 色 粘 土 質 シル ト しまり有り

10Y R%灰 黄 偶 色 粘 土 質 シル ト しま り有 り

10Y R%貯  褐  色 粘 土 質 ンル ト しまり有り

17号住居跡 小溝セクション東西ベル ト

層  位 土 色 土 蜜 そ の 地

I 10Y R%時  褐 色 ,レ  ト ややしまり有り
2 10Y R%黄  褐 色 砂 質 シル ト やや粘性 有 り やや しま り有 り

れている。底部には木葉痕が認められ、ロクロは使用されていない。土師器甕 2は、 1よ り小

形で、体部と口縁部の境は著 しくくびれ、日縁は強く外反する。 1と同様に底部に木葉痕を有

し、ロクロは使用されていない。 1、 2と もロクロは使用されていないが、日寺期的には表杉ノ

入式期 (平安時代)の ものと考えられる。須恵器甕 3は 、底部から体部中程までの破片で、赤

褐色に焼けており、かなり軟質である。

(2)18号住居跡

〔平面形、保存状況、重複〕 カマドの周辺部及び北壁の西側が部分的に残存するだけの住居

跡で、保存状況が極めて悪い。北西角がほぼ直角に折れていることから、平面形は正方形また

は長方形と考えられる。重複関係は40号濤及び小濤状遺構 (SW7)を切っている。

〔規模〕 北壁の西半と、西壁の北端 を除 く四壁のほとんどが失われているために、その規模

は明らかでない。ただし、ピット1～ 9及 び 1号土壊はこの住居跡に関係すると思われるので、

南北 4m、 東西3.5mを超 えるものと推察 される。

〔堆積土〕 住居跡全体が削平されているため、堆積土が残っていたのはカマド周辺の極めて

限られた部分である。この部分は、カマドを反映して、焼土及び炭化物の混入する割合が多く

なっている。

〔壁、床面〕 壁は、残存嗣;分では緩やかな立ち上りを呈している。床はカマドの西側にわず

かに残っているだけであり、他の部分については削平により不明である。

〔柱穴〕 ピットは 9個検出されたが、柱痕跡が認められたものはない。配置関係からみると、

各角に位置する、または位置すると思われるPl、 3、 4、 5を柱穴と考えることもできるが、

配列が不規則であるために、この住居跡の柱穴となりうるかどうか不明である。



)                       10cm

遺物陥 種 別 器 形 層 位
内 面 調 整 法   IIt

残 存 分  類 写真図顔

1 土師器 甕 床 ヨコすラ ナ デ ヨコナ ヘラナテ ラナラ 18 1 79 % 55-2

2 土師器 甕 床 ヨヨナラ ケヽロ ラナテ 148 71 55-1

3 須恵器 甕 床 タタキロ ヘラナラ ラナテ (223) % 55-6

第 8図 17号住居跡出土遺物
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今 18号住居跡

層位 土 色 土   質 そ の 他

1 10 YR%  暗 褐 色 ン  ,レ   ト 焼土、炭化物をつぶ状に合む,黄褐色土を含む

1' lo YR%  暗 褐 色 粘土質 シル ト 焼土,炭化物をつぶ状に合む

2 lo YR%  暗 褐 色 粘土質 シル ト 焼土,炭化物のブロックを合む,黄褐色土を合む

3 10 YR%  R吉 褐 色 粘土質 シル ト 黄掲色土を含む

4 10 YR%  暗 褐 色 シ  ,レ  ト 焼土,炭化物をつぶ状に合む

5 Ю YR%  暗 褐 色 粘土質 シル ト 焼土,炭化物をつぶ状に合む

6 oYR%  暗 褐 色 シ ,レ  ト 焼土,炭化物のブロックを含む 土器片を含む
7 OYR%   褐 色 粘土質 シル ト

8 10 YR%に ぶい黄褐色 シ  ,レ  ト
9 10 YR%   掲 色 ,レ  ト 土器片 を合む

lo YR/  暗 褐 色 ン ,レ   ト 焼土,炭化物をつぶ状に少量合む 黄褐色土を含む

10YR%   褐 色 ン  ,レ  ト

10 YR%  暗 褐 色 粘土質 シル ト 黄掲色土 を含 む

10 YR/に ぶい黄褐色 粘土質 シル ト

10 YR%  暗 褐 色 シ  ,レ   ト 炭化物をつぶ状に合む 黄褐色土を合む

10 YR%に ぶい1黄梶色 粘土質 シル ト 焼上をつぶ状に合む マンガン粒を合む

loYR%   褐 色 シ ,レ  ト
lo YR%  ‖ぎ thl色 シ ,レ  ト 黄褐色 上 を合む

lo YR%に ない黄拇色 シ ,レ  ト マンガン粒を合む

十
ｄ・４

+卜 5

lユ .00

P8

0                          2m

第 9図 18号住居跡実測図
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18号住居跡  1号土境

層位 土 色 土   質 そ の 他

1 10Y R%黄 褐 色 砂質 シル ト 褐色上のブロ ックを合む

2 loY R%黄 褐 色 シ  ,レ  ト 褐色上のア〕ヽブロ ックを含む

18号住居跡 8.9ピ ッ ト

屑位 土 色 土   質 そ の 他
l loY R/  褐 色 砂!〔 シルト 少量の炭化物,酸化鉄を含む
2 10Y R%‖ 帝 褐 色 粘土 質 シル ト

3 10 Y R%‖I tF」 色 ン  ,レ  ト 責褐色土 を含む

判 loY R%「 i tFJ色 シ  ,レ  ト 焼土,炭化物をブロンクに合む
5 10Y R%に ぶい黄褐色 砂質 シル ト 酸化鉄 を少量 含む

10Y R%  褐 色
'レ

 ト 酸化鉄 を微量 合む
7 loY R%にぶい黄褐色 ン  ,レ   ト 酸化鉄 を少量 合む

18号 住居跡観察表

規 模 方   向 壁残存高 カ マ  ド 同   溝 主 柱穴 重  複 備 考

商北軸 (1,lm)

東西軸 ( 2m)
面 積 (2.2言 )

南 】ヒ 1前

N-4° 一w
束 西 軸

N-94° 一w

東  な し

西 5～ 6 cln

南  な し

北 3～ 8 cm

位 置 耳ヒ壁中央付近

燃焼部 72× 65cm

焼 道 115× 27

な  し

不   明

南半削 平

床面標高

Ю 73m
Ｄ

引

×
18号 住居跡

P  l P  2 P  3 P  4 P  5 P  6 P  7 P  8 P  9

平 面 形 糖円形 脩円形 桁円形 楕円形 円  形 円  形 桁円形 楕円形 楕円形

規  模 36× 28 42× 34 48× 38 54× 52 46× 46 22× 22 30× 27 34× 28 46× 45

深   さ 5 8

堆 積 土 砂質 シル ト
'レ

ト ンルト シルト 瑞七土質 シル ト 粘土質 ンル ト 糀』二ι奇シルト ンルト ル ト

15・  16



〔カマド〕 カマドは住居跡】ヒ壁 (中央付近と思われる)に付設され、煙道の底部とカマド本

体の両袖基底部が残存している。煙道は、幅25cm前 後、長さ115 cmを 計る。煙道の中軸線は、

住居跡及びカマ ド本体の中軸線よりやや東に傾いている。袖部は右側が幅20cm(焚 口付近は幅

35cm)、 左狽」が幅15～20cmで 、床面よりの高さが15cm前後残存 している。残存寸法は、幅が内側

で63cm、 外側で 105 cm、 奥行 きは63cmを 計る。燃焼部の焼面は全く残存 していない。

〔遺物出土状況〕 出土 した遺物は、全て小破片で、カマ ド内、煙道内の堆積土中から出土 し

たものがほとんどである。床面からは内黒の土師器ナ不の底部付近の破片が 1点出土 しただけで

ある。

〔出土遺物〕 出土追物は全て小破片であるため、実測できたのは図示 した土師器甕が 1点あ

るだけである。器面はロクロ調整 され、体部 と口縁部の境付近がわずかに緩 くくびれ、口縁部

は強 く外反 し、口唇部は外

側に向いて平坦になってい

る。床面から出土 した土師

器ナ示の底部には糸切 り痕が

認められるので、これらの

出土土器は表杉ノ入式期 と

考えられる。

追物聴 種 器   形
外 面 調 整 内 面 調 整 法   量

残 存 分 類 写真図版口縁吉5 体 部 底 部 口 縁 部 体 部 1底部 器 高 日 径 底 径
1 土師器 寮 ロクロ ロクロ ロクロ 250 %

2.土

第10図  18号住居跡出土遺物

墳

(1)6号土境 (井戸跡)

〔平面形、断面形、重複、規模〕 平面形は確認面で長軸 203 cm、 短軸 190 cmの 不整円形を呈

す。底面は、確認した範囲で直径60cm、 推定約70cmの 円形を呈する。断面形は、確認面からの

深 さ 140～ 160 cmま では立ち上 りの急な悟鉢状 を呈するが、ここから下は壁面の地山が砂を多

く合むために崩落 し、壁面が深 くえぐられて偏平な球形を呈する。このため、全体的な断面形

は、頚の長い壼のような形状 を呈 してぃる。深 さは確認面から270 cmを 計る。29号濤 を切って

いる。

〔堆積土〕 堆積土は5層 に分けられたが、これは更にグライ化の弱い1～ 4層 までの上部堆

積土層と、グライ化が進行し、水分を多く合む5～ 6層 の下部堆積土層とに大別される。上部



4-7

一
４．４＋

堆積土層中には、近世瓦、無釉陶器、施

和陶器片をはじめ、土師器、須恵器片等、

多くの遺物が含まれているが、下部堆積

土中には植物遺体が多く含まれるだけで、

他の遺物はほとんど合まれない。

〔出土遺物〕 人工遺物としては石日の

破片、二次加工痕のある崇」片・土師器・

須恵器・無釉陶器の悟鉢・施釉陶器の皿、

古代及び近世の瓦が出土している。自然

遺物としては、直径 5 cm程の本片をはじ

めとする多くの植物遺体と、カラス貝の

貝殻 (外皮)がある。

e4+
A卜 1l oom

(2)7号土壊

〔平面形、断面形、重複、規模〕

平面形は確認面で長軸83cm、

短草由69cmの 不整円形 を呈 し、断

面形は舟底状 を呈 し、深 さ16cm

を計る。24、 25号濤 を切ってい

る。底面の東南寄りに直径25cm、

深 さ14cmの ピットがある。

〔堆積土〕 3層 からなり、大

部分は炭、焼土を合む黒褐色シ

ルトであるが、壁面には、にぶ

0                2m

第11図  6号 土境 (井戸跡)実測図

妍位 土 色 土  貝 そ  の  他

1 loYR%に ぶい黄獨色 砂
jilシ

ル ト Jヽ石混入

2 loY R%灰 黄 掲 色 rll土 只シル ト 5帥台石混入

3 10YR%‖士 tat 色 砂質シルト 18cmぐ らいの石とこ入

4 10YR%黒 弼 色 tr土 質シルト

5 loY R%  灰 色 枯土質シルト 木片を多量に含む

6 loYR%,1緑 灰 色 粘土質シル ト

l loY R%灰 黄掲色 精土質シルト

Ⅱ loYR%にぶい黄橙色 砂質ンルト

とoYR%にぶい黄橙色 砂質ンルト ‖洋tl」色土を合む

Ⅳ 10 Y R/に ぶい黄褐色 砂τTシ ル ト

V loY R%にない黄オ争色 粘土質シル ト

Ⅵ loYR%にぶい黄性色 砂質 シル ト

写真 1 6号土媛 (井戸跡)断面



0                           10cm

逮物聴 器形 層 ff 内 面 調 整 法    生t

残 存 分  類 写真図版llt 部 口縁 部

1 土師 Pi 1～ 2厨 ヨコナデ ナデツケ 65 %

2 施釉陶器 1不 1～ 4層 54 / 56-3
無Fh陶 器 IFM 5 層 筋 目 31 %

4 無釉陶器 籍鉢 4 層 ヘラナデ 筋 目 212 74 % 56--1. 2

逢物叱 種別 器種 用位 外 面 調 整 内 面 調 整 残 存 時  期 写 真 図 版

'7さ
5 瓦 平 瓦 表土 布   日 縄  目 1) 古  代

第12図  6号土境 (井戸跡)出土遺物 (1)
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遺物h 種別 器極 層 位 外面調整 内面調整 残 存 時 期 写真図版
厚 さ

l 瓦 丸瓦 ユ～ 2層 ヘラナデ 布  目 (93) (121) 近  世 57-4,5
2 瓦 丸瓦 2層 ヘラナデ 布  目 (70) (66) 近  世

3 瓦 丸瓦 2層 ヘラナデ 布目・ヘ ラナデ (76) (104) 近  世

4 瓦 九瓦 1～ 2層 ヘラナデ 布  目 25 近  世

5 瓦 丸瓦 1～ 2層 ヘラナデ 布目・ヘ ラナデ (85) 近  世

第13図  6号土嬢 (井戸跡)出土遺物 (2)
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進物N0 種 別 器種 曙位 外面調整 内面調整
法   量

残 存 時 期 写 真 図版

ユ 瓦 丸瓦 4 層 ヘラナデ 布   目 (165) 近  世 56-4,5
2 瓦 平 瓦 1～ 5層 ヘラナデ ヘラナデ (96) 21 近  世

3 瓦 平 瓦 4 層 ヘラナデ ヘラナデ (131) (112) 21 近  世

4 瓦 平 瓦 4 層 ヘラナデ ヘラナデ (120) (79) 17 近  世

5 瓦 平 瓦 4 層 ヘラナデ ヘラナデ (110) 近  世

第14図  6号土境 (井戸跡)出土遺物 (3)
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第15図  7号土境実測図

(3)8号土境

〔平面形、断面形、重複、規模〕 平面形は長

軸80cm、 短軸57cmの 不整方形 を呈する。断面形

は浅いU字形を呈し、(深 さは4～ 6 cmと ,表 い♪

7号住居跡 を切っている。

〔堆積土〕 灰黄褐色シルト1層 の堆積で、明黄

褐色のブロックを含む。遺物の混入なし。

(4)9号 土境

〔平面形、断面形、重複、規模〕 濤状を

呈する土壊で、西辺は直線的に伸びている

が、東辺の】ヒ狽1が大きく脹んで、不整形と

なっている。南側は調査区外へ伸びる。長

軸は調査範囲で 300 cm、 短軸 190 cmを 計る。

深さは中央部で24cmを 計り、断面形は壁の

立ち上 りの緩い舟底形を呈する。東壁中央

部を攪乱装によって切られ、また、堆積土

の上部を28号溝によって切られている。

平
6 -06平 6-o

望

+59マ
C-2 走

59
3-4

Aト 11 00  1 引A′

lm  
隠` 隠≪＼≪≪熙ヽ N

0

― 第16図 8号土媛実測図

点工毯勉麟氏 !i軽と

J: 色 !: 

“

そ  の  他

10Y R,な !11 州 色 炭 焼1:ナ天を多itに 合t
2 10Y Rtt 111 問 色 ,レ

| 焼■ を少 i!含 と

3 10Y R%に ぶいう【樹色
'レ

ト

ユOY R,ィ  th」  色

解  位 土    色 土  Ti そ の lt
1 10Y R% 灰黄樹色 l1/Piシ ルト 呼1黄 tl」色上 を

粘‖iや やイ,り

口 /ク 】犬に含と
しまり市り

写真 3 9号土媛断面



〔堆積土〕 南北ベルト位置で 5層

に分けられた。黒掲色、暗褐色の粘

土質シルトが主体となり、部分的に

暗褐色の砂質シルトが堆積する。出

土遺物はない。

:  色 L  Pi その他

loV R% 押1偶色 4キ li Fiシ ルト しまリギ「り

2 10Y R% 即l tll色 枯JJ(シ ルト しまり石り

3 10Y R% !よ 1掲色 hiJ:f(ン ル しまり有り

4 loY R% ,汁 lhj色 砂 質 シル しまリイ「り

loY R% ‖干tl」 色 li■ 貰シルト しまリイ「り

第17図  9号土境実測図 >

(5)10号土境

〔平面形、断面形、重複、規模〕 平

面形は、長軸58cm、 短軸37帥 を計る楕

円形 を呈する。断面形は、東壁側中央

部で軽い段がつ くが、略舟底形 を呈 し、

深 さは26cmを 計る。重複はない。

Ⅲ*.■
―■

轟韓1群 ||す
写真 4

層位 土   色 土   質 そ  の  他

1 loY Rえ黒掘色

2 loY R%喘 褐色 ,レ  ト

3 loY R%‖ 帝拐色 粘土質 シル ト

loY R%褐  色 格土質 シル ト 響弩|ブ
Clノ クに,I濁色

5 loY R%掲  色 粘上質シル ト Л十褐色土 を合む

6 loY R%,詐栂色 精土質シル ト 時褐色上 を含む

第18図  10号土境実測図 >

〔堆積土〕 6層 に分けられた。このうち、第18図 5、 6層は、土壊内に横転していた状態で



出土 した土師器甕で充満 していた土

層である。土装の埋土は、褐色から

黒褐色 シル ト、または粘土質シル ト

で、甕内の埋土は褐色及び暗褐色の

粘土質シル トである。なお、出土時

における甕の上部は、わずかに落 ち

窪んではいるものの、落 ち込んだ形

跡がないので、土墳に甕が入った時

点で、すでに甕内にはかなり締 まった

状態で土がつまっていたと考えられ

る。これは、甕内埋土が維方向に分

層されることからも裏付けできるよ

うである。

〔出土遺物〕 上記の通り、土師器

甕が 1点、横転 した状態で出土した。

器高が27.9cmあ り、内外面ともロク

ロ調整され、その後、外面は一部ヘ

ラケズリ、内面も一部ヘラナデ調整

されている。

0                       10cm

第19図  10号土境出土遺物

遺物配 種 別 器 形 層 位
外 面 調 整 内  面

残 存 分  類 写真図版
床 径

1 土師器 甕 ロクロ ロクロ 21 2 握 55-3

(6)11号土墳

〔平面形、断面形、重複、規模〕 平面形は長軸73cm、

短軸55clnを 計り、楕円形を呈する。断面形は舟底状 を呈

し、深 さは1lcmを 計る。40号濤 を切っている。

C~9

62+
Aた

延)wA′

+62

+6]
d-1

/ 坐可~r―一ャim
11号土境

郎位 土  色 土   質 そ の  他

1 loY R%褐 色 粘土質シル ト 酸化鉄 を少量含む

2 10Y R%鶴色 ,レ  ト マ ンガン粒駿化鉄 を少量含む

写真 5 11号土境断面

第20図  11号土境実測図



睡 積土〕 偶色の粘土質シルト及びシルトの2層 からなる。

〔出土遺物〕 出土遺物は土師器の甕及びナ不の小片が各 1点出土したにすぎない。

(7)12号土墳

〔平面形、断面形、重複、規模〕 溝状 の細長

い惰円形を呈する。長軸 227 cm、 短軸46cm、 深

さ27cmを 計る。横断面はU字形 を呈 し、縦断面

は両端部に軽い段 を有するが、概ね舟底状 を呈

する。南北方向と東西方向の小瀞 1犬遺構 (NS

l、 EW6、 7)に よって切 られる。

〔堆積土〕 堆積土は 7層 に細分された。黒褐

色シルトが主体で、壁下端部には褐色ないしに

ぶい黄褐色シルトが堆積している。

〔出土遺物〕 出土遺物には、外面ヘラケズリ、

内面ヘラミガキされた土師器ナ不が 1片 ある。

58+

o                2m

53 サ
C-1

56+

A卜 lo 9omtt A′

X/

+58
c-3

c-3

+5-6

3.小 溝 状 遺構

小溝状遺構は、調査区の西側 中央部で18条

検出された。検出範囲は東西 9m、 南北12mに

及ぶ。検出した18条のうち13条 については、調

査区の西側へ更に伸びている。27号溝、17、 18

号住居跡 に切 られており、12号土壊 を切ってい

る。

小溝状遺構の濤の上面幅は、最大で42cm、 最

小で18cmを 計るが、平均すると30cm前後幅であ

る。確認面からの深さは 3 cm～20cmと 濤によって異なり、同一濤にあっても位置によって異っ

ている。堆積土は、基本層と同質の褐色から黒褐色のシルト、または粘土質シルトが堆積して

いるが、この中に、地山と同質の小ブロックが比較的多く含まれるのが特徴である。水性堆積

を示しているものはない。

18条の各小瀧は、その方向によって四つのグループに分けることができる。第 1は南北方向

播位 土    色 土  賢 そ の 他

1 10Y R%黒 鶴 色 ,レ ト やや しまり有 り

2 loY R%黒 褐 色 ,レ ト まり有 り

3 loY R92黒 褐 色

loY R%畢 掘 色 酸化鉄 を少量含む

5 loY R%黒 71j色
'レ

ト 炭化物 を少量 含む

6 loY R%に 本い黄偶色 酸化欽 を含む

10Y R%  ial色 酸化鉄を合み しまりなと

第21図 12号土境実測図

写真 6 12号土墳断面



のもの (NSo～ 3)、 第 2は東西方向のもの (EWl～ 9)、 第 3は北西一南東方向のもの (N
W一 SEl～ 2)、 第 4は北東―南西方向のもの (NE一 SWl)で ある。これら4グループは、
各グループのまとまりによる新旧の関係がある。南北方向のものが新しく、次に東西方向のも
の、続いて北西―南東方向及び北東―南西方向の順になってぃる。耳ヒ西―南東方向と北東一南

5-10-

+5-o

第22図 小溝状遺構平面実測図
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方   向 層  位 土 色 土   質 孝 の 他

南―北

(RS)

0-】 10Y R%  掲 色 rli土 質シルト 黄褐色上のブロックを多く合む

1-1 loY R%  ‖汁 4「」色 米Iヒ 土 質 シル ト 焼土マ ンガ ン粒 を微量 含む

ユー 2 loY R%  ‖と栂 色 粘 土 質 シル ト 掘色土のブロックを多く合む

2-1 ュoY R%  暗 掲 色 *:七 土質シルト 腸色 上 の ブロ ンクを多量 に合 む

3-1 loY R%  時 栂 色 lll土 質 シル ト 掲色 上 の小 ブロ ック を少量 含 む む

3-2 10Y R%   ‖静 褐 色 粘 土 質 シル ト 褐色上のブロックを多量に合む

東一西

(EW)

1-1 10Y R%  黄 禍 色 駿化鉄 を含 む,tB色上 の ブ ロ ック を合 む

2-1 loY R%  畔 褐 色 粘 上 質 シル ト 褐色上のブロックを少量合む

2-2 10Y R%  鶴  色 粘 土 質 シル ト まだ ら状 に黄褐色上 を含 む

3-1 10Y R%  Л士掘 色 粘 土 賓 シル ト 栂色 上 の ブロ ックを含 む酸化鉄 を少量 含 む

3-2 loY R%   褐   色 粘 上 質 シル ト 酸化鉄 を少量 合 む

4-] 10Y R%   暗 褐 色 粘土 質 シル ト 褐色上をまだら状に含む

5-1 loY R%  峠 褐 色 粘 土 質 ンル ト IFJ色 上 の斑点 を合 む

5-2 10Y R%  褐 色 粘 土 質 シル ト 黄褐色土 を小 ブ ロ ノク状 に含 む

6-1 loY R%  BI栂 色 艦土 質 シル ト 酸化鉄 を少量含む,tF」色上 をまば らに含む

6-2 loY R% にぶい黄褐色 絡土 質 シル ト 黄褐色 上 を小 ブ ロ ックを含 む

7-1 loY R%  H音 褐 色 粘 土 質 シル ト 褐色 土 の ブ ロ ックを含 む

7-2 loY R%  褐  色 粘 土 質 シル ト

8-1 loY R%   ‖I掘 色 粘 土 質 シル ト 酸化 鉄 を少 量 含 む

8-2 loY R%  褐 色 粘土 質 ンル ト 黄 tFJ色 を粒状 に合 む

8-3 ЮYR%  黄 褐 色 ン  テレ  ト マ ンガ ン粒 を少量 合 む 粘性 有 り

9-1 10Y R%   時 褐 色 米と上 質 シル ト 酸化鉄 を少量 合 む

9-2 loY Rχ    褐  色 粘土 質 シル ト ‖【褐色上をまばらに合む 酸化鉄を少量含む

10-ユ oY R%  ‖【縄 色 粘 土 質 シル ト 酸化 鉄 を少量 含 む 褐色 上 をまば らに含 む

10--2 10Y R豚    褐 色 粘土 質 シル ト 酸化鉄 マ ンガ ン粒 を合 む

11-1 loY R%  暗 褐 色 粘土 質 シル ト 下層の方にtX3色上の小プロックを含む

北西―南束

NW― SE

1-1 10Y R%  掲  色 粘土 質 シル ト 酸化 鉄 を含 む 黄褐色 土 をまだ らに含 む

2-1 10Y R%  黒 褐 色 粘土 質 シル ト

2-2 loY R%  褐  色 粘 土 質 シル ト 酸化 鉄 を少量 含 む

】[東―南東

NE― SW)
1-1 ЮYR%  ‖帝褐 色 粘 土

jrkシ ル ト

1-2 loY R%  褐  色 ホヽ上質シルト ‖キ褐色上を少量含む

第23図 小溝状遺構断面実測図
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諄
村1鶴

EW-1NS-0

EW-3

NS-1 EW-2

NS-2

NS-3

写真 7 小溝状遺構断面 (1)

EW-4



EW-9

EW-6

EW-7

EW-10

NW・ SE-2

EW-8

写真 8 小溝状遺構断面 (2)



西方向の小濤状遺構にも新旧の差があると考えられるが、調査区内では明らかにすることがで

きなかった。また、東西方向のEWl小濤状遺構は、上記の基本的新旧パターンと異なり、南

耳ヒ方向のNSlを切り、最も新しく掘られたと考えられる。

本調査における小浄伏遺構は、 2条 1組と考えられるもの (EW2と 3、 EW4と 5、 EW
6と 7、 EW8と 9、 NSlと 2、 NW一 SElと 2)があり、一つの特徴となっている。こ

のことについては後述する。

4.ピ ッ ト

ピットは 146個検出されたが、24号濤周辺のピット群のように列状 を呈するものも見られた

が、建物を構成するような明確なプランを確認できなかった。多くのピットの中にあって、ピ

ット9か らは特異な状況で遺物が出土している。

(ピ ット9〉

25号瀞を切る長軸 (残存部)42cm、 短軸22軸の不整楕円形を呈し、深さ30cmの ピットである

が、この底面より須恵器 2点が出土した。 1点は日径14cm、 器高 4 cmで、底面に回転ヘラ切 り

痕を有する郭で、他は、残存部高12.6cm、 体部径18cmの壺である。壷はナ不の上に重ねられた状

態で出土している。郷は口縁の一部が欠損し、重は長頚と考えられる日頚部が欠損している。

両者の欠損部は埋納以前のものである。(写真55参照)

4-6

須忘器。こ

“

.2)

須恵器 ,チ 不(陥.1)

一＋

十←5

e-0

第24図 ピット9遺物出土状況図



遺物単 種 別 器形 層 位
外 面 調

残 存 分 類 写真図版
器 高

1 須患器 壷 吻 ヌ噺
ラ ロクロ ロクロ % 65-5

須恵器 ロクロ ロクロ 興登勇Лりロクロ ロタロ ロクロ 完 55-4

第25図 ビット9出土遺物

5.性格不明遺構

(1)1号性格不明遺構

〔平面形、規模、重複〕 西辺と、これに直角に接続する南辺が検出されたが、東辺は耕作に

よって削平を受けている。】ヒ側は31号濤の】ヒ側まで伸びているが、壁が立たず、範囲は不明で

あった。検出部分の状況から判断すると方形プランと考えられる。重複関係は、31、 32、 33、

39号の各濤を切つている。残存部での規模は、南北 6m以上、東西6.5m以上である。

〔壁、底面〕 壁面は、西壁は直線的に伸びているが(南壁は中央部分が内側に脹んでいる。

壁の立ち上りは緩い。底面はほぼ平坦であ

ったが、南壁寄りには不定形の浅い落ち込

みが認められた。この落ち込みも壁は緩く

立ち、底面は平坦である。

〔堆積土〕 堆積土は10cm前後と浅 く、に

ぶい黄褐色粘土質シルト層が全体的に堆積

している。周辺の地山層と差の少ない堆積

層であるが、遺物や炭化物を少量含む。 写真9 1,性 格不明遺構断面



なる、 1｀ 号性格不明遺構の南側 と北側周辺部 に、小 さなピ ツトが多数検出されているが (第

6図参照)、 ピットの集中する両辺部の中間にはピットがほとんど検出されないことから考える

と、これらのピット群は 1号性格不明遺構に何 らかの関係があることも考えられる。

〔出土遺物〕 堆積土中より弥生土器、土師器、須恵器の小破片 と、これに混ってフイゴ羽口

の破片 と鉄津が少数出上 している。特に】ヒ東側からの出土が多い。

0                  2m

sつ 31

層位 土    色 土   質 そ の 他

1 loY R%にぶい黄褐色 粘土質 シル ト 駿化鉄・マンガン粒を含む,粘性, しまり有り
10Y R%褐   色 ン ,レ  ト 酸化鉄を含む 粘性やや有り。しまり有り

3 10Y R% 黄 褐 色 シ  ,レ   ト 粘 1生
。 しまり有 り

4 10Y R%灰 黄 褐 色 粘土質 シル ト 粘性  しま り有 り

5 10Y R% 暗 褐 色 ン  ,レ  ト 粘性 。しまり有り                ,31号 溝堆積土
6 10Y R% 黄 掲 色

'レ

  ト 粘性 。しま り有 り 灰黄褐色上のブロ ックを含む
'

第26図  1号性格不明遺構実測図



0                       10Cm

… ―
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遺物陥
内  �  ,Tl 堆 泌〔 囃

残 存 分  額 写真図版

1 須恵祐ト ナ不 2層 ロ クロ (37) 146 ″

`πlすよイト 姿 1片 r (106) 22 6 (″も

第27図  1号性格不明遺構出土遺物

(2)2号 J性格不明遺構

〔平面形、規模、重複〕 2号性格不明違構は、調査区の北東部にその北西部 4分の 1程が検

出された不定形の落ち込みである。検出された範囲では、東西 195 cm、 南北 215 cmを 計る。確

認面よりの深さは33cmを 計る。43号濤によって西端部を切られている。

〔壁、底面〕 壁面は全体が緩やかな傾斜

面となっており、底面は緩い起伏をもって

いる。

〔堆積土〕 にぶい黄褐色から灰黄褐色 シ

ル ト層からなり、東壁部で 5層 に細分 され

た。層中には酸化鉄やマ ンガン粒 を多く合

み、水の影響 を多く受けたようである。こ

の落 ち込みの堆積後 も、この付近 (調査区

北東部)は凹地となっていたことを示すよ

うに、その上部には落 ち込み堆積土に類似

する土層が30～70cmの 厚さで堆積 している。

(第 29図 A～ F層 )

Ⅲ茂 Ⅲ14・     ―  ― r ■―i
写真lo 2号性格不明遺構断面

9        1       と9Cm

孫
一Ｌ

遊物陥 晒位
タト 諏i tt Wk

残イ「 分  類 写真図版体 吉L

1 土,1'器 高台4,不 1屑 ロ クロ (36 (1`)

第28図  2号性格不明遺構出土遺物



〔出土遺物〕 落ち込み内からは、

表に示 した通 り18点の遺物片が出土

したにす ぎなかったが、上部のA～

F層 中からは 193片 と多くの遺物が

出土 している。出土遺物はいずれも

小片で、図化できるものは第28図 に

示 した高台ナ不1点だけである。

第29図  2号性格不明遺構実浪J図 >

6.溝  跡

(1)16号溝

〔形態、規模、方向〕 上面幅 138 cm、 底

面幅 118 cm、 深 さ12cmで 、断面形は浅い逆

台形 を呈する。調査区東半の北壁から東壁

まで、N-45° 一Wの方向で直線的に伸びて

いる。底面は、わずかに南が低 くなってい

る。

〔重複〕 17、 22、 34号濤を切っている。

0                 2m

層位 土    色 土  質 そ    の    他

I― 】 10Y R% 獨  色 シ ル ト

I-2 10Y R%に ない黄褐色 ,レ  ト

A loY R% 暗 栂 色 酸化鉄 を含む 暗灰色上のブロックを合む

B loY R%に ない黄褐色 ン ル ト 酸化鉄 を含む

C 10Y R% 褐  色 ル  ト 酸化鉄 を含む 口と灰色上のブロ ックを合む

D ЮYR% 褐 灰 色 酸化鉄 を含む

E 10Y R%  灰黄褐色 ル  ト 酸化鉄・ マ ンガン粒 を多量 に合む

F 10Y R% 暗 褐 色 粘土質シルト マンガン粒を合む

1 loY R%  灰黄褐色 酸化鉄・ マ ンガン粒 を含む 粘性 あり

2 loY R%に ない黄褐色 ン ,レ   ト 酸化鉄・マ ンガン粒 を含む

3 OYR%  灰黄褐色 シ  'レ  ト酸化鉄 を含む

oYR%に ぶい黄ぽ色 ル  ト 酸化鉄を含む 粘性あり

5 OYR%  灰黄褐色 ル  ト 酸化鉄・ マ ンガン粒 を含む しまり有 り

写真11 16号滑断面



図

／

ＳＤ ２３※

0          5m

―

S D 34

5

D17

第30図

溝断面実測位置図 >

層位 土   色 土   質 そ の 他

loY R%灰 黄褐色 粘  土 酸化鉄をプロック状に合む 粘性しまり有り

2 10Y R% 褐 色 粘土質シル ト 酸イヒ鉄をプロック状に合む 粘性しまり有り

第31図 16号溝土層断面図

〔堆積土、出土遺物〕 堆積土は、灰黄掲色粘土と褐色粘土質シルトの2層 からなる。底面の

凹部には点々と白色火山灰が堆積している。出土遺物は断面四角形の釘状の鉄製品が1点ある

だけである。



(2)17号溝

〔形態、規模、方向〕 上面幅84cm、 底面

幅約70cm、 深 さ20cmで 、断面形は舟底状 を

呈す。調査区東半の北壁から束壁まで、N

-33° 一Wの方向で/」 さヽく蛇行して伸びてい

る。底面の傾斜は、検出部の中央が 2、 3

cm高いが、両端部では差がない。

〔重複〕 34号溝を切り、16号溝に切られ

ている。

〔堆積土、出土遺物〕 堆積土は 4幅 に細

分され、掲色から黒棚色の粘土質シル ト及

びシル トからなる。出土遺物はない。

(3)18号溝

〔形態、規模、方向〕 上面幅47cm、 底面幅約

20cm、 深さ10cm前後で、断面形はオ底形を呈す。

16号濤と平行し、その西イ貝1に N-47° 一Wの方向

で直線的に伸びている。底面の傾斜はほとんど

ない。

〔重複〕 20、 21、 23、 30、 35、 42号溝を切っ

ている。

〔堆積土、出土遺物〕 堆積土は南部ではにぶ

い黄褐色砂質シルト1層 からなる。層中にはrl

色火山灰の小粒が混入 している。出土遺物はな

い 。

卜1080    引

0 lm

(4)19号溝

〔形態、規模、方向〕 上面幅約55cm、

第32図 17号溝土層断面図

く 第33図  18号溝土層断面図

婚位 土   色 上  Tt そ  の  他

1 10Y R3/4‖ 帝fk色 ホII土『
「シルト 駿化鉄 を含む

2 loY R%鵜  色 *占 」i質 シルト 駿化」lを 少上と含む

10Y R%tr」 色 イh土 ダiシ ルト 酸化鉄 を少 itを 少七t含 と

4 10Y Rイ黒thJ色 駿化鉄 を少 七t合 も

|:典
写真12 17号 溝断面

苺:11筆式 ,I

歳 ―――
=|

写真13 18号溝断面

lol位 土    色 上 rt そ  の  他

10Y R%に ない黄tjJ色 砂質 シル ト 酸化鉄 を合も'

底面幅45cm、 深 さ5～ 20cmを i三十る。四F面 形は折}llk形 を



W
卜 H20

呈す。検出範囲の中央やや北寄 りのところ

で,夫 くなり、途中が明れている。方向は調

査区 |ヽ街壁から北西に直線的に伸び、その後、

弧の内4町 を西に向けて緩 く曲がるが、調査

1近 北端では ITび北西方向に直線的に伸びる。

全体的な方向としてはN-25° 一Wである。

llk面 は両端が北端に比べて約10cm低 くなっ

ている。

(5)20号溝

〔形態、舟と模、方向〕 調査区の商壁から

伸びてきた澁と、束壁から伸びてきた溝と

が、途中で合流して北吐に向って伸び、Y

字状 を呈す① JLl似 1の 支流は _L面幅約60cm、

底面中S約 50cm、 I案 さ約10cm、 東側の支流は

L面 中F約 55cm、 底面中S約 40cm、 深さ約10cm

をf「 る。合流後は居と模を増し、ti面 幅約135

cm、  )頁面中言率勺120 cm、 i朱 さイ勺10cmと なる。

断面,形はどの部分も浅い逆台形を呈する。

合流後の方向はN-37° 一Wと なっている。

また分岐点の角度は、中心から西側が27° 、

卜■.00m          引

1

Ｅ
］
「

士■と■晏甲監

〔重複〕 40号滞をL/」 り、20、 35号溝によって明られている。25号濤は北壁で重複しているが、

間に攪舌しがあるため、その関係は不明である。

〔堆不

'ミ

土、出土遺物〕 堆積土は調査区北壁で6層 に細分された。IIき掲色から灰黄掲色のシル

トからなる。出土追物には土師器の利H片 が7点あるだけである。

①

②
W
卜H,00m l

③
E     Vヽ

引   卜 1100m

0             1m

Ｅ
引

断1' 土    色 土  質 そ lt

10Y R62灰 賛 鶴 色 ル  ト 酸化鉄 を多量に合む

2 10Y R%に ぶい賛掘色 酸化鉄 を合む,Xll性 あり

loY R%灰 黄 褐 色 駿化鉄 を含む

4 10Y R%,キ  褐 色 ル  ト 酸化鉄 を含む 粘性 あり

5 10Y R50に ない黄渦色 しまりあり

loY R%に ぶい黄thJ色 酸化鉄 を少量含む

く 第34図 19号溝土層断面図

用 lu・ 土 色 土  質 そ  の  他

①-1 loY R%灰 黄 褐 色 砂質 ンル ト 伝ずお爪9旨予ケ響澪き

①-2 ЮYR%に ぶい黄掲色 シ  ,レ   ト 黒tfl色上のブロノクを合む

①-3 ЮYR% 掲 色 砂質シル ト

①-4 loY RS2灰 黄 濁 色

②-1 loY R%に ぶい黄fal色 ル  ト ホ巨;軽 Pη照=り

③-1 loY R%黒  褐 色

第35図 20号溝土層断面図



東佃」が24° とほば等しくなっている。

〔重複〕 19、 23、 29、 35号濤を切ってお

り、18号濤によって切られている。

〔堆積土、出土遺物〕 黒褐色から灰黄掲

色シルトないし砂質シルトが堆積している。

出土遺物は土師器の細片が11点 あるだけで

ある。

(6)21号溝

〔形態、規模、方向〕 小規模の濤で、上面幅

25cm、 底面幅18cm、 深さ8 cmを 計る。断面形は

舟底状 を呈す。南端を18号濤に切られているが、

126 cmの 長さで検出されている。溝の方向はN

-39° 一Wを向く。底面の傾斜は認められない。

〔重複〕 22号溝を切り、18号濤によって切ら

れている。

〔堆積土、出土遺物〕 堆積土は暗褐色シルト

1層 からなる。出土遺物はない。

(7)22号溝

〔形態、規模、方向〕 21号濤と同様に小規模

な濤で、上面幅18cm、 底面幅12cm、 深さ5 cmを

計る。断面形は舟底状 を呈す。北端を16号濤、

南端を21号濤に切られ、 160 cmだ け残る短い濤

である。方向はN-5° 一Eを指す。底面には傾

写真15 20号 溝断面

1080m卜  ゞ

第36図        暗

21号溝上層断面図 O

か歳
みIみ

|

第36図

22号溝土層断面図         m

目位 土   色 土  質 そ  の  他

l 10Y R%褐 色 ,レ  ト 酸化鉄 を含む

斜は認められない。

〔重複〕 16、 21号濤に切られている。

〔堆積土、出土遺物〕 堆積土は酸化鉄を含む

褐色シル ト1層 からなり、出土遺物はない。

Ｗ Ｅ
は

層位 土   色 土  質 そ  の  他

1 oYR% ,き褐色 ル ト 酸化鉄 を含む 粘性有 り

す報 i
=,,i■

―|,|

写真16 21号溝断面



(3)23号溝

〔形態、規模、方向〕 調査区の南壁から北西

方向に、北壁近くまで直線的に伸び、35号濤と

重なった所で途切れ、立ち上りの急な壁となる。

上面幅44cm、 底面幅34cm、 深さ36cmを 計り、断

面形は逆台形を呈す。方向はN-34° 一Wを指す。

底面は緩い起伏があるものの、全体としてはほ

ぼ平坦となっている。

〔重複〕 35号濤を切 り、18、 20、 30号濤によ

って切 られている。

〔堆積土、出土遺物〕 堆積土は4層 に分けら

第38図

23号溝土層断面図

写真18 23号溝断面

れ、上部 2層 は、にぶい黄褐色と灰黄掲色のシ

ル ト層からなり、下部 2層 は、にぶい黄褐色の

粘土質シルトからなる。出土遺物は、土師器甕

の細片 1点 と石鏃が 1点である。

(9)24号溝

〔形態、規模、方向〕 調査区中央に直線的に

伸びて検出された。南北両端とも調査区内で途

切れ、中央よりやや北側の一部も、途中で切れ

第40図

杵Ю80m 雪

層位 主   色 土 質 そ の 他

I loY R%にない黄褐t ン  'レ  ト しまり有り

2 10Y R%灰 黄褐迄 シ  ,レ  ト 枯性有り

3 ЮYR%に ない責褐迄 粘土質シル

loY R%にぶい黄褐t 粘土質シル 酸化鉄,マ ンガン粒を釣

24号溝土層断面図

層位 土     色 土  質 そ の 他

1 loY R%に ぶい黄撮色 酸化鉄マンガン粒を含む

第39図 23号溝平面図



ている。 上面中S35cm、 底面中520cm、 深 さ6 cmを Ii十 り、門F面形は浅い逆台形を呈す。方向はN―

28° 一Wを 指す。底面は、北 1石似1が約10cmttllRく なっている。

〔重複〕 7号土痰及び25';溝 によってL/」 られ、40'ナ淮をLIJっ てぃる。

〔堆模上、||!土追物〕 堆校土はにンjヾ いうt例 色シルト坤,か らなり、||1土逃物はない。

(10)25号溝

〔形態、規模、方向〕 調査1疋 街壁よりS字状

に蛇行した後、直線的に北西に伸びる。 十二l面 帖i

43cm、 底面中S30cm、  深さ30cmを 1計 る。 lll「 1面 形は

逆台形を呈す。方向はN-16° 一Wを 指す。lLk面

は南西伊」がネ110cm低 くなっている。

〔重複〕 24、 33、 40号淮を切り、 7'チ 土必〔に

明られている。

〔堆模土、出土進物〕 lTl検土は34fに 分けら

れるが、全て、にぶい焚拐色を呈するシル トか

らなる。出土遺物はない。          1群 ガれ

(11)26号溝

〔形態、規模、方向〕 調査区中央より、やや

南寄りで検出された。前束部は削平されて切れ

てrO・ り、北西端は1街 束残存端謝
`よ

り440 cmの 所

で立ちにがる。上面幅36cm、 底面中S26cm、 深さ

14cmを 計り、断面形は逆台形を呈す。方向はN

第41図

25号溝土層断面図

第42図

26号溝土層断面図

0             1m

nIは

2

0              1m

ォrィ , 1 色 1: T そ  の  他

〕 10Y R%に ない貰tl」 色 ル  ト やや却i杵 布り しまり布り

2 10Y R%に íヽ い黄鵜色

3 10Y Rχ にぶい黄棚色

写真19 25号溝断面

t,注

'|二

1騒1軽

義
■肇
111孝

||:毛

写真20 26号溝断面

IIイ イサ J:   色 J: コ そ  の  他

10Y R%黄 thJ色 砂Fiシ ル
| 駿化鉄 を少もt合 も

2 10Y Rライにない焚 tAJ也 l1/f{シ ル
| 駿化鉄 を含 t'

3 loY R% Ft」  色 砂Tiシ ル
| 駿化鉄 を含む しまり有 り



-63° 一Wを指す。直線的に伸びる。上【面は北 l‐l似1が13cm稚低 くなっている。

〔
｀
重複〕 重複はない。

〔lli Fザ〔土、出土遺物〕 堆依土は3悟 に分けられ、

は偶色を呈し、土質はいずれも砂質シ
'レ

トである。

(12)27号溝

〔形態、肌模、方向〕 調査区1朽壁の lLl端 近く

から、西吐中央やや1朽寄りに向つて直線的に伸

びる淮に、これより利||い 海が調査区 ltl壁 街端か

ら直線的に伸びて直角に接続 し、T宇状 を呈す。

太い方は li面 中S65cm、 底面幅35cm、 深さ35cmを

計り、断面形は向‐底形に近い逆台形を呈す。判Ц

い方は L面幅30cm、 底面中S20cm、 深さ9 cmを 計

り、 lll面 川ンは浅い逆台形を呈す。方向は、太い

方で計測すると、N-38° 一Wを指す。llR面 は双

方とも、ほば平剪ととなっている。

〔重複〕 重複はない。

酢 校土、出土進物〕 太い方の堆積土は 3層

からなり、 1幅 は繋掲色シルト、 2層 はにぶい

写真21 27号溝断面①

焚掲色シルト、 3層 は黒褐色シルトとなっている。

シルト幅 1層 からなる。出土造物には、弥生土器、

製紡錘車がある。

1蠣 は焚偶色、 2層 はにぶい黄協色、

出土進物はない。

②洋11,00m ゴ

W
① 卜1100m

写真22 27号溝断面②

和11い 方は、太い方の第 1層 と同様の黒掲色

土白,器、須恵器の判H片 のほか、f火 1宰 や|′旨石

冨
日

Al イ柱 」:   色 ■: 丁( そ  の  他

O-1 10Y R%里 湘 色 ,レ ト マ ンガン粒 を含む しまり石 り

①-2 loY R%に ぶい賛周色 駿化鉄マ ンガン粒 を含む

①-3 loY R,ぢ  |■  棚 色

②―〕 10Y R,ぢ 黒 鶴 色 ト マ ンガン粒 を含むしまり有 り

第43図  27号溝土層断面図



(13)28号溝

〔形態、規模、方向〕 調査区南壁中央よりや

や西側で、壁より200 cmの 所まで検出された、

直線的な小形の濤である。上面幅20cm、 底面幅

14cm、 深さ6 cmを 計り、断面形はオ底形を呈す。

方向はN-19° 一Wを指す。底面に傾きは認めら

れない。

〔重複〕 9号 土獲を切っている。

〔堆積土、出土遺物〕 堆積土はにぶい黄掲色

砂質シル ト1層 からなる。遺物は、土師器、須

恵器片のほか、古瓦片が 1点出土 している。

写真23 28号溝土層断面 >

(14)29号溝

〔形態、規模、方向〕 調査区南束部に、両端

が途切れて検出された。上面幅68cm、 底面幅約

30cm、 深 さ23cmで 、断面形は舟底状 を呈す。方

向はN-25° 一Wで直線的に伸び、底面は中央付

近がわずかに凹むが、両端部には差が認められ

ない。

〔重複〕 20号濤を切っており、 6号土壊に切

られている。

第44図

28号溝土層断面図 0             1m

W
卜10.80m

第45図

29号溝土層
断面図 0             1m

層位 土    色 土   質 そ  の  他

1 10Y R%に ない黄掲色 ル  ト 談化鉄を合む粘性がなヤ

2 10Y R%  褐 色 ,レ  ト 酸化鉄を合む粘性を少し含む

3 10Y R%Π帝 褐 色 粘土質 シル ト 酸化鉄 を少量含む

E

卜11,oom

〔堆積土、出土遺物〕 堆積土は3層 に分けられ、 1層はにぶい黄褐色シルト、2層 は褐色シ

ルト、 3層は暗掲色粘土質シルトからなる。出土遺物は土師器片が1点あるにすぎない。

(15)30号溝

〔形態、規模、方向〕 調査区の南東角付近に、南東方向に

内側 を向けた弧状 に検出された。上面幅65cm、 底面幅30cm、

深 さ45cmで、断面形は舟底状 を呈す。弦の方向はN-2° 一 E

を指す。底面は南西側が 5 cm程低 くなっている。

層位 土    色 土   質 そ  の   他

1 10Y R%に ぶい黄褐色 ル  ト 酸化鉄 を含む しまり有 り

2 loY R%灰 黄 褐 色 粘土質シル ト 酸化鉄 を合む しまり有 り

3 loY R%灰 黄 褐 色 粘土質シル ト 酸化鉄 を合む

4 10Y R握 にない黄褐色 酸化鉄 マ ンガン粒 を含u粘 性有 り

層位 土    色 土  質 そ  の  他

1 loY R握 に本い黄掲色 砂質 シル ト 酸化鉄を合む しまりが強い

第46図 30号溝上層断面図



〔重複〕 23、 42号濤を切り、18号溝に切られ

ている。

〔堆積土、出土遺物〕 堆槙土は 4層 に分けら

れ、 1層がにぶい黄褐色 シル ト、 2、 3層 は灰

黄掲色粘土質シル ト、 4層はにぶい黄褐色 シル

トからなる①出土遺物はない。

(16)31号溝

〔形態、規模、方向〕 調査区北部で検出され、

調査区西壁から東壁方向へ直線的に伸びるが、

東イ貝1は 削平を受けている。残存部の東半部では、

東側壁面に浅い段を有する。確認面から段の上

面までの落差は 5 cm前後で、この部分は西半部

に比べて濤幅が広くなっている。西半狽」は上面

幅約80cm、 底面幅約55cm、 深さ28cmを 計り、断

面形は舟底状 を呈す。濤の方向は N-43°一E

を指す。底面はほぼ平坦である。

〔重複〕 33、 37、 40号濤を切り、 1号性格不明遺構によって切られている。

〔堆積土、出土遺物〕 堆積土は2層 に分けられ、 1層は灰黄褐色粘土質シルト、2層 は黄褐

色シル トからなる。出土遺物はない。

(17)32号溝―欠番-40号濤に同一

(18)33号溝

〔形態、規模、方向〕 調査区中央の7号土壌のところから、

調査区北壁西寄 りに直線的に伸びる。南端は25号濤に切 られた

所で途切れ、以南は不明である。上面幅62cm、 底面幅45cm、 深

層位 土    色 土  質 そ  の  他

1 loY R%に ない黄褐色 砂 しまりなし

10Y R%に ない黄橙色 砂質 シル ト 酸化鉄 を合む しまりなし

3 loY R%  暗灰黄色 砂質 シル ト 酸化鉄 を合む

loY R% 灰 費 色 砂質シル ト 酸化鉄を含む

5 loY R% tEI 色 粘土質シル ト しまり有り

6 ЮYR% tFJ 色 粘土質シル ト しまり有 り

写真24 30号溝断面

層位 土    色 土  質 そ  の  他

1 ЮYR%灰 黄褐色 粘土質シル ト 粘性あり しまり有 り

2 loY R%黄 褐 色 り壕ぞ彗チ. 貢獨色上をブロン

第47図 31号溝土層断面図

洩



さ31cmを 計り、断面形はU字 ,レ を呈する。

方向はN-42° 一Wを 指す。底面は北西イHlが

約20cm低 くなっている。

〔重複〕 39、 41号濤を切り、25、 31号溝

及び 1号性格不明遺l llに 明られている。

〔堆積上、出土造物〕 堆禎土は 6層 に分

けられた。 1層 はにぶい賛例色砂、 2層 は

にぶい賛例色砂質シルト、 3層 は 1帝 灰焚色

砂質シルト、 4層 は灰黄色砂質シルト、 5、

鍬先形の鉄製品が 1点あるЭ

写真25 33号溝断面

6「 は例色粘土質シル トからなるЭ出土進物には、

第49図 34号溝平面図

(1034号溝

〔形態、規模、方向〕 調査区の北束角に束壁北寄りから北壁束端

に伸びる。上面幅 185 cm以 に、底面幅40cm、 深さ85cmを 計り、断面

形は逆台形を呈するが、中央コ
`が

U字状に20cm程 一段低くなってい

る。方向はN-31° 一Wを指す。底面は南東側が10cm程低い。

写真26

<34号溝断面

層位 i 色 上  駅 そ  の  他

t 10Y R%に ない賛弼色 駿イヒ鉄マンガン狩を合と

2 10Y R%灰 黄掲色 iヽ■ 質シルト 駿化鉄 マンガン社を合む

loY R%灰 黄掲色 ル ト 酸化鉄 マンオン*iを 含む 為;杵 あり

4 loY R%灰 黄褐色 hi■ I賃 シルト 酸化飲 マンガン粒を合む

5 10Y R%に ぶい贅弼色 駿化f貨 を含む 粘性あり

6 10Y R%灰 黄褐色 駿化鉄 マンガン粒を含む 枯‖:し まりあり

loY R%に ぶい黄棚色 駿化鉄 マンガン*立 を含む

8 loY R%に ぶい黄脩色 F/質 シルト 駿化f火 マンル ホ立炭を含む しまりあり

9 loY R%灰 黄綺色 砂質ンル 駿化鉄を含と

loY R%灰 黄掲色 駿化微 マンガン粒を含む Vi‖:あ り

11 10Y R%灰 貴問色 砂質ンルト 駿化鉄を含む

第50図  34溝土層断面図



〔重複〕 16、 17号占埠によって明られている。

〔堆校土、出土遺物〕 堆検土は、第50図のように11)ぎ に分けられる。これは1～ 6層 までと、

7～ H'Fま でに2分することができることから、34号瀧は西似1に 寄っていた時期と東側に寄っ

てからの2時期に分けられる可能1生 もある。 lluI土 遺物には土価,器片が5点 あるだけである。

(20)35号溝

写真27 35号溝断面

杵1100m   雪

+4-10
e-5

■   色 J そ  の   ll_
10Y R44  11」  色 l1/!iう ルト

2 ,OY R,る にぶい焚褐色 *iJ=I(シ ルト l lFよ りも粘性有 り

3 10Y R% 鶴  色 イ1,J:質 ラルト

10Y R%に ない黄樹色 名i「 質 シル ト 駿化欽を少よt合 も
5 10Y R,Fに ない貰 ttJ也 イli tt τlシ ルト 駿化鉄 を含む

6 10Y R%に ぶい貰ikJ色 iヽJ:Piン
'レ

ト 酸化欽 を含む

IoY R,も にぶい黄簡色 *li上 質シル
| 酸化鉄 をフロ ック】大に合む

10Y R%に 本い黄ll」色 粘土質 シル
I 駿化f失 を少豊含む

9 10Y R,ζ にホい〕t周也 粘土 ,iシ ル ト 駿化鉄 を少 it含 む

-1-ト
d-5

0

第52図 35号溝土層断面図

第51図  35号溝実測図

〔形態、肌模、方向〕 調査 l∠ F有壁中央よりやや束に寄った所から北西方向に直線的に伸び、

北壁束半の近 くで緩 くLlti椒1に カーブする。 ■面中S50cm、 底面幅30cm、 沫 さ50cmを 計 り、断面形

はU字 ,レ を呈す。方向はN-26° 一Wを指す。底面はほぼ平41で ある。

〔重複〕 18、 19、 20号溝に明られている。

+4-1
じ-5

5m



〔堆積土、出土遺物〕 堆積土は 9覆 に細分された。 1層 は掲色砂質シル ト、 2層はにぶい黄

掲色粘土質シル ト、 3層 は褐色粘土質シル ト、 4～ 9層 まではにぶい黄掲色の粘土質シル トか

らなる。出土遺物には土師器片が 3点ある。

(21)36号溝

〔形態、規模、方向〕 東壁北寄 りにL字形に

検出された。東方向側が南北方向側よりやや

狭 く、深 さも浅い。東西側は土面幅50cm、 底面

幅30cm、 深 さ15cmを 計り、南北側は上面幅70cm、

底面幅30cm、 深 さ40cmを 計る。断面形は舟底状

を呈す。方向は南北側がN-40° 一Wを指す。底

面は南北側が15cm前後低 くなっている。

〔重複〕 38号濤を切っている。

〔堆積土、出土遺物〕 堆積土は、東西側の西

壁断面で 3層 に分けられる。 1層 は暗掲色粘土

質シル ト、 2層 はにぶい黄掲色粘土質シル ト、

3層 は黒掲色 シルトからなる。出土遺物はない。

写真28 36号溝断面 レ

(22)37号溝

〔形態、規模、方向〕 31号濤の中央付近から

調査区北西角にかけて検出された。北西角では

検出面で、東西 190 cm、 南北 170 cmの 略方形に

広がっている。濤部 と方形部 との底面に落差は

なく、ほぼ平坦になっている。濤は上面幅26cm、

底面幅16cm、 深 さ8卿 を計り、底面は舟底状 を

呈す。濤の方向はN-55° 一Wを指す。

〔重複〕 40号濤を切り、31号濤に切られている。

〔堆積土、出土遺物〕 堆槙土は濤部、方形部とも

はない。

ｓ

卜

み

第53図

36号溝土

層断面図

第54図

37号溝土層断面図

H00m卜  引

%
0             1m

層位 土   色 土 質 そ   の   他

1 10Y R% 時棚也 マンガン粒 酸化鉄を少量合む

2 10釈%にぶい黄褐埴h■ 環シルト

3 10Y R% 黒褐色 ル ト 酸化鉄 マンガン粒を少重合ひしまりあり

厚位 土   色 土  質 そ   の   他

1 10Y R%1士 PTjt 枯土質ンルト 駿化鉄を含む lAttlF」色土を下部に合も

暗掲色の粘土質シル トからなる。出土遺物



(23)38号溝

〔形態、規模、方向〕 調査区の西壁の中央や

や北寄りに、東端を40号溝に、西側を36号湛に

切られて検出された。検出された吉L分の長さは

110 cmで ある。 L面 幅40cm、 底面幅25cm、 深さ

15cmを 計り、断面形は舟底状 を呈す。濤の方向

はN-50° 一Eを指し、底面に傾きは認められな

ヽゝ。

〔重複〕 36、 40号灘に切られている。

〔堆槙土、出土遺物〕 堆演土は2層 からなる。

1幅 は掲色砂質シルト、2層 は掲色粘土質シル

トからなる。出土遺物はない。

写真29 38号溝断面 >.サ

第55図

38号溝土層断面図

第56図

39号溝土層断面図

(24)39号溝

〔形態、規模、方向〕 調査区の北割
`中

央付近

で、 1号性格不明遺構の調査後に検出された。

北端を33号濤に、南部を40号溝により切られ、

南端はさらに40号濤の南イHlに 伸び、17号住居跡

に切られて消えている。東側に内を向けて緩い

弧ガ犬に伸びている。上面幅36cm、 底面幅20cm、

深さ7 cmを 計り、断面形は浅い逆台形を呈す。

方向はN-8° 一Eを指し、底面は南西イ貝1が 5 cm

程低くなっている。

〔重複〕 33、 40号滞及び 1号性格不明遺構に

よって切られている。

〔堆積土、出土造物〕 堆積土は 2層からなる。

1層 は掲色シルト、 2層 は|卜占掲色粘土質シルト

からなる。出土追物はない。

(25)40号溝

〔形態、規模、方向〕

層位 土   色 J: 丁に そ の 他

loY R,ィ 褐 色 砂■シルト しまりなし

2 10Y Rχ  凋 色 粘土質 シル ト しまり有 り

層位 土   色 土  質 そ の 他

1 10Y R% 凋 色 ン ,レ  ト しまり有 り

2 ЮYR% ,キ褐色 粘土質 シル ト しまり右り

調査区中央やや1笥寄りから北壁に至るまで緩やかに蛇行しながら伸び



ている。 T晰′滞は19、 20、 35を淮に明られたとこ

ろで浅 くなり明れている。中央 1子bでは 十二面幅41

cm、 底面幅34cm、 深 さ18cmを 計り、切断面はU

字形を呈す。平均的な方向はN-41° 一Wを向く。

底面は17号住居T亦 の北イ貝1で段がつき、1崎側が一

部低 くなっているが、検出した両端吉卜の底面を

比較すると、北西1咄 が10cm程低 くなっている。

〔重複〕 38、 39号濤を切り、19、 20、 24、 25、

31、 33、 35、 37号溝及び、17、 18号 tと居跡、10、

第57図        0        1m
40号溝土層断面図

11号土残、 1号′性格不明違構によって明られて 摯髯

いる。                    す ‐

〔堆積土、出土遺物〕 堆積土は、中央部で 5

層に分けられた。 1、 2、 4層はにぶい黄褐色

砂質シル ト、 3層は|1音褐色粘土質シル ト、 5層

は黄掲色粘土質シル トからなる。出土遺物には

土師器率田片が11点 あるだけである。

(26)41号溝

第58図

41号溝土層断面図

た耳イ1: 土   色 士  Pi そ の 他

10Y R,イ  llj 色 *li■ fiン ルト しまり有り

2 10Y R%に ない貰偶色 tr i質 ンルト しまり右 り

3 10Y R44 樹  色 *'i上 !iシ ルト しまり有 り

loY Rラ

`に

ない・l vAJ色 *li[1■ 'iシ ルト しまり狩 り

OY R,ィ にぶい賛樹色 ホlitlツ:シ アレト
"t,fr泄

人しまりれ

〔形態、規模、方向〕 調査区北部の煮壁際で検IHさ れた。西イHlを 33号溝に明られ、束1‖ を削

平によって失なう。長さ120 cmの 短かい溝である。Ji面幅42cm、 底面幅 5 cm、 深さ14cmを 計り

断面形はV字状を呈す。方向はN-41° 一Eを指す。底面の傾きは認められない。

〔重複〕 33号溝に切られる。

〔堆積上、出土遺物〕 堆積土は5層 からなる。 1、 3オfは例色粘土質シルト層、 2、 4、 5

層はにぶい黄掲色粘土質シルト層からなる。出土遣物はない。

1 色 |: そ の 他

! OY R%に 示いいt周色 砂 Piシ ル ト 確イしよ″,,オ tま つ■つ

2 10Y R%に 示いA渦色 砂∵iシ ウト まリイ「イ
,

OY R,`‖ 汁 弼 色 |十 irl:jr'1シ ル ト しまリイ「り

4 10Y R こない )【 問色 イ砂flシ ルト 石ナfと :火 を冷: しまつイ「

5 10Y R%提 樹 色 相十!「 シルト htイ ヒ払々命t tま Ⅲイ丁

写真31 40号溝断面

写真32 41号溝断面



(27)42号溝

〔形態、規模、方向〕 調査区

の市束角を斜めに横切って検出

された。 ヒ面は西イ共1だ けが検出

された。壁面は調査区束壁に至

るまで傾斜を続けているため、

底面は不明となっている。海で

はなく大形の上竣の可能性も考

えられる。検出範囲で上面幅は

140 cm、 深さ50cmを 計る。方向、

底面の傾きはともに不明である。

〔重複〕 18、 30号濤に切られ

ている。

〔堆積土、出土遺物〕 堆積土

は南壁断面で 7層 に分けられた。

2層 はにぶい黄褐色粘土質シル

ト、 3～ 5層 は灰黄掲色シルト、

6層 は灰黄掲色粘土質シル ト、

7層 はにぶい黄褐色粘土質シル

トからなる。出土遺物には土師

器及び須恵器の破片力■9点ある。

写真33

42号溝断面

(28)43号溝

〔形態、規模、方向〕 調査区北東角付近で東

壁から北壁に向かって直線的に伸びて検出され

た。上面幅50cm、 底面幅25cm、 深さ32cmを 計り、

断面形は逆台形を呈す。方向はN-32° 一Wを 指

す。底面は北西側が約 3 cm低 くなっている。方

向、規模、断面形等から、23号溝の延長と考え

られる。

〔重複〕 2号性格不明遺構より古いと考えら

第59図 42号溝土層断面図

壻位 土 色 土  τf そ 他

「 10Y R%にぶい黄偶色 砂貰シル ト 駿化鉄 を少 残t合 む

10Y R%に ない黄1争色 砂 質 ンル ト 駿化鉄 を含む ホⅢ件弾畿 ぃ

B 10Y R,`にない黄掘色 ル  ト 駿化鉄 を含む

C 10Y R%灰 黄 周 色 *占 J:T:ン ルト 駿化鉄 を含む 粘性 あり

10Y R%灰 黄 偶色 駿イヒ鉄を含む ホlil■ あり

b 10Y R%に ぶい黄怖色 ル  ト 駿化鉄 を含む

10Y R%妖 黄 FkJ色 粘土質 シル ト 駿化鉄 を含む

2 10Y R%に ない黄掘色 粘土質シル ト 駿化鉄 を多■に含む しまりが弱↓

3 10Y R%灰 黄 鶴色 ル  ト 駿化鉄 を多 htに 含む rrlィ
′
,ぁ り

10Y R%灰 黄 褐色 駿化鉄 を多 hと に合む しまり有 り

5 10Y R%灰 黄 褐色 駿化鉄 を含む しまり有 り

6 10Y R%灰 黄 tkl色 粘土▼iシ ル ト 駿化鉄 を含む しまり有 り

10Y R%にぶい黄掘色 格土質ンル ト 駿化鉄 を合む

写真34 43号溝断面



層位 土    色 土  Pi そ 他

loY R%黄  褐  色 ,レ  ト マンガン粒 を含む

2 loY R%に ない黄橙色 シ  ,レ   ト マ ンガ ン粒 を含む

10γ R% tlj  色 *∴土Tiシ ルト 駿化鉄 マ ンガン粒 を含む

4 10Y R%に ない黄tll色 粘土質 シル ト

5 loY R% 褐  色 ル  ト 酸化鉄 マ ンガン粒 を含む

6 loY R%に ない黄糧色 ル  ト 酸化鉄のブロックを合む マ ンガン粒 を含む

loY R%に ぶい黄tk色 粘土質シル ト 酸化鉄 マ ンガン粒 を含む

8 10Y Rえ にぶい黄凋色 マンガン粒 を合む

9 10Y R%に ぶい黄悟色 シ  ,レ   ト 酸化鉄 を合もヽ しまりなし

loY R%に ない黄褐色 酸化鉄 マ ンガン粒 を含む しまりなし

0             1m

第60図 43号溝土層断面図

れる。

〔堆積土、出土遺物〕 堆槙土は10層 に細分された。 1層は黄掲色シルト、

ぶい黄橙色シルト、 3層 は掲色粘土質シルト、 4、 7層はにぶい黄鶴色シル

ルト、 8、 10層 はにぶい黄褐色シルトからなる。出土遺物はない。

Ⅵ日遺物・ 遺構の総括

1.遺物の総括

6、  9'響 はに

5層 は掲色シ

5 cm

(1)石   器

石器類には、第61図

に示 した石鏃 と二次加

工痕のある剣片がある。

第61図 1の石鏃は、23

号濤から出土 したもの

で、長 さ20mm、 幅1‰m、

厚さ3.5 mmを 計るアメ

リカ型のもので、白色

を呈する。 2の二次加

工痕のある祭」片は、長

さ44mm、 中目2(ぬm、  す享さ

7.5 mmを 計る。 2点の

石器の他には少数の禁」

片が出土 している。こ

れらの石器は、南小泉

ゑ

‐

ハ

ーーー

Ⅲ

Ｗ

◆

導
　
ｏ
石製品実測図第61図 石器



遺跡 としては最古の時期と考えられている弥生時代に属するものと思われる。

(2)弥生土器

弥生土器は全て小破片で、11点出土している。出土地点はⅡb層 から5点、27号濤から5点、

18号化居T亦 カマ ド埋± 5層 中より1点出土 している。文様としては、押 し引き列点文のあるも

のが 1点 あるだけで、他は LR紺し文または撚糸文が施 されているだけである。

(3)土師器

土山頂器は図化できるものは 5点だけであるが、ロクロを使用しないものと、
小
口
‐
クロを使用し

たものとに大別される。

①ロクロを使用しない土師器

ロクロを使用しないものには、小形重 (球)1点 と甕 が 2点 ある。

(対) 6号 土残から出土 した第12図 1に 図示 したもので残存高 6.5 cm、 国径 6.6 cm、 体部径

7.6 cmを 計る。外面は磨滅 しているが、内面には体部にナデ痕跡、日縁部にヨコナデが認めら

れる。南小泉式または引田式と考えられるが、南小泉式に比べると体部に比 して口縁部が径、

高さともにやや小さく作られている。

(甕〉-1 17号住居跡より出土 した第 8図 1に 図示 したものは、器高18.lcm、 口径16.8cm、

底径 7.9 cmを 計る。底部は器高の大きさに比 してやや大 きく偏平な造 りで、底面と体部 との接

続きbは段】犬の折曲はみられず、日形を呈す。最大径は口縁部にあり、体部最大径はその上半に

ある。口縁部と体部の境はわずかにくびれ、口縁部は短かく、「く」字状に外反する。器面調整は、

体部外面上半がナデ、下半がヘラケズリ、体部内面はヘラナデ、日縁部は内外面ヨヨナデによ

る。

(甕)-2 17号 住居跡より出土 した第 8図 2に示 したもので、器高14.8cm、 口径13.6cm、 底

径 7.l cmを 計る。この甕 も器高に比 して底径が大 きい。底部と体部の境はわずかに折曲するが、

底部は台状 を呈せずに偏平な造 りとなっている。最大径は体部上半にあり、日縁部と体部の境

は大 きくくびれ、口縁部は短かく、強 く外反 している。器面調整は、体部外面がハケメ後下端

部がヘラケズリされ、体部内面はヘラナデ、日縁部はヨコナデされている。

甕 1、 2と も底部には木葉痕が認められる。

甕 1、 2の編年的位置については、このような甕 と類似する特徴を有するものが高清水町西

手取遺跡 2号住居跡 (註 1)、 古川市藤屋敷追跡18号住居跡 (註 2)、 白石市青木追跡21号住居跡

(註 3)、 トヨ石市家老内遺跡 1号住居跡 (註 4)等で、底部に回転糸切 り痕 を有するロクロ土師

器のナ不と共伴 していることから、表杉ノ入式期に属するものと考えられる。



②ロクロ使用上師器

ロクロを使用したものには、18号住居跡 カマ ド内から出土 したもの (第 10図 1)と 10号土竣

から出土 したもの (第 19図 1)の 2点がある。18号住居跡の甕は体部の下半部を欠損するが、

上半部は10号土壊出上のものに類似する。10号土媛のものは、いわゆる長胴 ,レ を呈 し器高27.9

cm、 口径21.2cmを 計り、体部最大径と口径はほば等 しい。体部 上半は内外面ともロクロ調整 さ

れるが、底部付近は外面がヘラケズリ、内面がヘラナデにより調整 される。

2点 とも表杉ノ入式期に属するものである。

(4)須恵器

須恵器で実測可能なものは、ナ不3点、甕 2点、壺 1点の計 6点である。

(lTh〉  完形のものはピット9出土の 1点 (第25図 2)だ けで、他はSXl出 土の口縁部片 (第

27図 1)と SX2出 土の底部片 (第28図 1)である。ピット9出土品は底部回転糸切り無調整

で、体部から口縁にかけては直線的に外傾する。 SX2出土品は外側に張 り出す高台が付く。

(甕) 17号住居跡から出土した底部から体部下半にかけての破片 (第 8図 3)と 、SXl出

上の口縁部片 (第27図 2)が実測できた。

17号住居跡出土品は、外面が平行叩き目後体部下端がヘラケズリされ、内面はヘラナデ調整

されている。 SXl出 土品は頸部が外反し、口縁部が強く外反するもので、端部は単純に外面

に向けて平坦につくられている。内外面ともロクロ調整されるが、外面には平行叩き日痕も残

っている。

(壺〉 ピット9出土品で、偏平な球形の体部に外側に張 り出した高台が付く。口頸部は欠損

するが、長頸壺であったと考えられる。体部外面には肩部から底部に至るまで、ロクロ回転に

よるヘラ削り痕を有する。体部の%程の範囲には自然釉が付着し、体部 上半部にはほぼ等間隔

の三ヶ所に円形の禁J離痕がある。

出土須恵器の年代については、17号住居跡出土甕は、共伴する土師器から表杉ノ入式期と考

えられる。

ピット9出土のナ不は、岡田茂弘・桑原滋郎氏の「多賀城周辺における古代ナ不形土器の変遷」

(註 5)に よる分類では6-6類 に相当し、 8世紀末から9世紀の年代が与えられている。ま

た、最近の白鳥良一氏による「多賀城跡出土土器の変遷」による分類では、C群土器の年代は

8世紀末から9世紀中葉の年代が与えられている (註 6)。 共伴のとについてもこの年代に属す

るものであろう。



(5)石製品

石製品としては、27号海から出土した紡錘車と、 6号土残 (井戸)よ り出土した石臼片が各

1点 ある。

(紡錘草〉 第61図 3に示した円釘に台形を呈し、孔径は底面径が li面 径よりわずかに大きくな

っている。蛇紋岩製で、全面が
「

寧にllT磨 されている。

石製で、しかもこのような形状 を呈する紡錘車は、栗遺跡 (註 7)や清水遺跡 (註 8)か ら

出土しており、両追跡の出土品の年代は、栗囲式期の年代が与えられているので、本遺跡出土

品の年代も栗囲式期 (7世紀代)と 考えられる。

(石臼〉 茶臼の下臼の同縁吉L付近の破片と考えられる長さ5 cm、 幅 3.5 cmの破片である。安

山岩製で、厚さが2.5～ 3 cmあ る。

(6)鉄製品

鉄製品としては、第62図 に示したように、

4)、 鍬先(5)がある。
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追物配 種  別 遺 構 名 層  位 写真図版

l 表   土

2 釘 ? Ⅱ a層

3 釘 ? SD-16 1～ 2層

4 釘 ? P i t45

5 鍬 ? SD-33 111 57-1

第62図 鉄製品



(鍬先〉 幅11.lcm、 長さ4.2 cm、 厚さ2.l cmを 計る。断面形はV宇状 を呈し、本劇
`挿

人日の

内法幅は 6 mm前 後となっている。

鉄製品の他に、鉄滓が 1・ 2号性格不明遺構・27号溝・表土中より出上している。

(7)古  瓦

古瓦は表土中より九瓦片6点、平瓦片 2点、不明片 4点、 6号土竣より平瓦片 2点が出土し

た。図示したものは、 6号土壊出土の平瓦片 1点だけである。 6号土竣出土の 2点は、凸面和じ

叩き日、凹面布目痕を有する一枚造りのものである。表土中出上のものは、平瓦、丸瓦とも凹

面は布日痕を有し、凸面は純叩き目のものと、純叩き目の後ナデ調整されるもの、ナデ調整だ

けのもの (丸瓦片)がある。

出土した瓦は、多賀城や陸奥国分寺跡出土品と同類のもので、奈良時代から平安時代のもの

と考えられる。

(3)近世瓦

近世の瓦類は 6号土渡の 1～ 5層中から一括 して11点出土している (第 13、 14図兆

(丸瓦〉 7点出土している。凸面はナデ調整、凹面は布日痕を有し、劇
`分

的にヘラケズリさ

れている。両側面及び両端面は、接着面とその内似1に 二面の面取 りがされている。

丸瓦の うち 1点 には、玉縁 との境の段 上から 6 cm程の所に直径 1.2 cmの 釘穴の穿たれている

ものもある (第13図 1兆

(平瓦) 2辺 間の長さのわかるものはなく全て小破片である。凸面、凹面ともナデ及び一日
`

ケズリによって調整 される。側面及び端面は 1面 となっているものが一般的であるが、第 図

では、側面の凹面側角が 2度 のケズリによって面取 り状 に丸味 をもって仕 上げられている。

九瓦、平瓦ともやや砂を多く含むが、表面は滑 らかに仕 上げられている。焼成は、古代の瓦

一般に比べるとやや軟質で、いわゆる燻 し焼 きによる瓦である。色調は、表面 l mmtti後が黒色

から黒味 を帯びた銀色 を呈 し、内部は灰トヨ色 を呈するものが大部分であるが、表面までも灰 r]

色 を呈するものもある。

これらの瓦は、仙台城や陸奥国分寺薬師堂から出土するものと同質のものである。仙台城は

伊達政宗が慶長 5年 (1600年 )に繊張 りし、翌 6年に普請 を始めており、陸奥国分寺薬師堂は

慶長十二年 (1607年)に再興 されている。また、寛永 5年 (1628年)に は若林城が完成 してい

る。本遺跡出土の近世瓦が、どのような状態のものがいつここへ運ばれ、さらに丼戸へ廃葉 さ

れたかは不明であるが、仮に上記の二城、一寺の築造時に近い時期にここへ運ばれてきたとす

れば、江戸時代初期の年代が与えられる。この年代については共伴の陶器類の年代とも大基な



いと考えられる。

(9)陶  器

陶器は 6号土竣から出土 した無釉の橋鉢 2点 と施釉の皿 1点の計 3点がある。

①無釉陶器

(揖鉢〉-1 第12図 3は、器高10.2cm、 口径21.2cm、 底部径7.4 cmを 計り、かなり使用され

磨減している。筋日は幅 1.8 cmに 5本 と荒く、また単位間の間隔も広い。口昏部は平坦となっ

ており、内外面ともわずかに肥厚する。二次的な人を受けて内外面とも器面が荒れているが、

燻し焼きによるものと考えられる。須恵器や中世陶器の一般と比較して、焼ぎ1ま やや軟質で、

前記の近世瓦に類似する。

〈悟鉢)-2 第12図 4は 国径31cmで 、底部 を欠損する。内外

面ともロクロ調整されているが、外面はロクロ調整により生 じ

た凸部 をヘラ状工具によって削るようにナデている。筋目は幅

2.O cmに 5本 と荒 く、また単位間の間隔も広い。日唇部は平坦

となっており、内外面両方向に肥厚する。口唇部 と筋目との中

間には、ヘラによる文様が、ある間隔を置いて描かれている。

Wの 中央項部の下に短い斜線 を引いたもので、第12図 4に 2ヶ

所と他の同一個体片に lヶ 所の計 3ヶ 所に認められている。第

63図 は文様の拓影である。この文様は飛んでいる鳥を表現 して

いると思われる。

この構鉢も燻 し焼 きによるもので、表面は黒色を呈するが、

内部はにぶい黄橙色 を呈す。焼成は、前記の糟鉢 と同様である。

②施釉陶器
0             5 cm

(皿〉 第12図 2は、器高 3.6 cm、 口径13.6cm、 底径 5,4 cmを

計り、底部の高台は造り出しによる。底部から口縁部にかけて
 第63図  6号土媛 (井戸跡)

は緩やかに立ち上がり、口縁部は軽く外反する。口縁部の内面 出土摺鉢ヘラ描き支様拓影

には軽い段が形成される。釉は半透明の灰オリーブ色を呈し、内面と外面上端部にかけられる。

陶器類の年代は、共伴の瓦類との関係からみて、江戸時代のものと考えられる。江戸時代の

どのくらいの時期に相当するかについてはの判断ができる資料はないが、その初期的な様相′が

強いように思われる。



2.遺構の総括

(1)住居跡

住居跡は 2軒検出された。両住居跡とも表杉ノ入式期 (平安時代)の ものである。住居跡の

規模は、17号 が約 3m四方、18号 が約 4m四方と比較的小型であり、両住居跡とも竪穴内にお

ける柱穴は検出されていない。床面にはカマ ド以外には同濤、貯蔵穴といった施設はなく、数

個の用途不明のピットが検出されるだけである。

カマ ドは両住居跡とも北側の壁面に接 して付設され、住居跡の外に煙道が伸びている。17号

住居跡のカマ ドの場合は北壁の中央よりやや東寄 りに付設されている。

住居の主軸の方向をカマ ドによって計測すると、17、 18号住居跡とも真北を基準として、N

-9° 一Wを向いている。 (磁北基準N-2° 一W)

(2)土  娠

土渡は 7基検出されたが、このうち6号土渡は井戸跡であることがわかった。他の上羨につ

いては、10号土渡の年代が出土土師器によって表杉ノ入式期 (平安時代)と 判明しているだけ

で、年代、性格についても不明であり、土墳の相互関係もないようである。ただし、12号土装

は17号住居跡に切 られている小濤状遺構より古いものであることから、平安時代以前の土壌で

あることは明らかである。

ほぼ完形の土師器甕 を出土 した10号土渡についてみると、甕は底面近 くから横転 した状態で

出土し、甕の中には土が充満 していた。甕の中の土は、甕の横断方向下横転 した状態では垂直

方向―で 2層 に分けることができた。このことは、甕の中に土が詰った状態で埋められたこと

を示していると考えられる。土羨に甕を埋める例としては甕棺があるが、甕棺の場合は、中が

空洞であるため土圧によって潰れ、甕内に土が入っていることがないことからすると、本例は

甕棺とは別のようである。            1

(3)井戸跡

6号土渡は調査の結果井戸跡であることが明らかになった。平面形は直径約 2mの 円形を呈

す。断面形は、本来は縦長の逆台形であつたと考えられるが、下半部の壁が崩落し、フラスコ

状 を呈す。井戸枠施設はなく、素掘 りの井戸である。瓦、陶器等の出土遺物により近世と考え

られる。この井戸に関係すると考えられる建物等については発見することができなかった。



(4)小溝状遺構

本調区発見の小濤状遺構は、先述 したように 2条 1組となっている。その関係 を表としたの

が第 1表である。対内の内壁間の距離は、EW2-3間 は60～ 70cmと やや広いが、他は20～40

cmの間隔となっている。これに対 し、対間の外壁間の距離は、EW6-7と EW8-9間 がや

や広 く130～ 150 cmと なっているが、他は70～ 120 cmと なり、対内の内壁間距離の 2～ 5倍 と

なっている。このことは、明らかに 2条 1組となるように、そして組 と組の間には、組間より

も広い間隔をとるように意識的に掘 られたことを意味 している。なお、間隔の広い 2条が対と

なるのではなく、間隔の狭い方が組になることは、その配置から明らかであり、かつ対間の外

壁間距離よりも対内の内壁間距離の方に統一性があることからも考えられる。

小滞状遺構は、仙台市内においてもこれまでに、安

久東追跡 (註 9)、 六反田遺跡 (註 10)、 山口遺跡 (註 11)、

南小泉遺跡中央部 (註12)で発見されている。安久東

遺跡の場合は平安時代の住居跡に切られ、 5世紀後半

頃の本棺墓及び箱式石棺墓を切っている。山口遺跡で

は古墳時代から奈良時代にかけての地層で発見されて

いる。これまでの発見例では、本例も含め、平安時代

第1表 小溝状遺構計測表

小溝】犬遺構番号
内 間

A 中軸間距離 B 内壁間IE離 C 外壁問距離 D 中軸間距離
NSl-2

t両対問■i離

NS 3

EW2-3 60^ヤ 70

t両対問Hi離 70～ 100

EW4-5 45ヽヤ70 20^-40

1両対問Ji離 100ヽ-120

EW6-7 25^-30

1両対間Hi離 130ヽ-150 220

EW8-9 60^-70 30ヽ-40

NW― SEl-2

の住居跡に切られる場合があっても、これを切っている場合がないことから考えると、時期的

には平安時代よりは古いものと考えられる。市内でこれまでに発見された小濤状遺構はほぼ等

間隔に列状に並ぶ場合が多く、本例のように2条 1組となるような例はなかった。

小濤状遺構の機能としては、六反田遺跡では天地返 し (畑地)の可能性を含めた作物栽培に

関する遺構と考えており、また、このような遺構を広範囲に調査 した群,馬 県高崎市声田貝戸遺

跡では「形状からしてぃわゆる畑として何かを裁培 した可能′性は高く……中略……畝の上面を



乾燥させるために濤を掘って同時に土壌の酸化を促がしていたのか……。」 (註13)と 考えてい

る。本調査区の小濤状遺構も他の類例から畑に関係する遺構と考えられる。この場合、畝を作

るための掘 り込みなのか、単なる天地返 しなのか、それとも畝を乾燥させるための排水用の濤

であったのかは明らかではない。しかし、畝を作ることを目的としてできた濤状の掘 り込みで

あるならば、本例のように畝の間隔の広いものは、畝と畝との間隔がある程度の幅がなければ

ならないものが栽培されていたものと考えられる。

(5)ピット

ピットのうち、須恵器のナ不と壺を出土したピット9についてみると、ナ不はピットの底面に接

し、壷はオ不の上に整然と重ねられていた。このことは、これら2点の土器が単にピット中に捨

てられたものとは考えられない。しかしながら、ナ不は口縁の一部が欠損し、壷は日頸部全てと

台のほとんどが欠損しているものであることからすれば、 2点の土器はその機能を十分に果し

えなくなめていたものであることもまた確かである。この遺構の性格については、現段階では

明らかではない。

(6)性格不明遺構

1号性格不明遺構は、方形の堅穴状を呈 し、周辺部には多数のピットがみられる。床面上か

らの出土遺物はなく、堆積土中から多くの遺物が出土しているが、いずれも古代に属するもの

である。重複遺構中では、数個のピットを除いては最も新しい遺構であるが、時期としては、

ロクロ土師器出現後の古代 (平安時代)に属すると考えられる。堆積土中の出土遺物にあって

は鉄滓が15点 とフイゴ羽口が 1点出土しており、小鍛冶との関係を考えさせるが、この遺構内

からは焼土を伴 う施設や、焼土・炭等が検出されていないので、小鍛冶との直接的な関係はな

いと思われる。

2号性格不明遺構は、大部分は調査区外であるので、その全容は明らかでないが、土壊状の

落ち込みと考えられる。年代としては、堆積土中及び遺構の上部堆積土中に中世以降の遺物が

なく、古代の遺物が多量に含まれていることから、ロクロ土師器出現以降の古代 (平安時代)

と考えられる。この遺構の堆積土中からも鉄1宰 とフイゴ羽回が出土しており、 1号性格不明遺

構と同様に小鍛冶との関係が考えられるが、決定的な資料はない。この遺構の周辺は遺構の埋

没後も窪地であったようで、追物を多量に含む土砂が堆積している。

(7)溝

本調査区においては27条の濤が検出された。これらの濤のうち、38・ 39・ 40号溝は平安期の



竪穴住居跡 との重複関係によって、平安時代以前の年代が考えられ、29号濤は 6号土羨 (井戸 )

第 2表 溝観察表

方   向 傾   斜 1ュ  中這 底  幅 1宋  さ 断 面 形 H手  剣可

N-45° 一W わずかに南が低 t 浅 い逆台 形

17 N-33° 一W 舟底 形

N-47° 一W 舟底形

N-26° 一W NW-10＼ SE 5--20 舟底形

N-37° 一W 135 浅 い逆台形

N-39° 一―■/ 8 オ底形

N-5° 一W 5 )]‐ 底 形

N-34° 一W 逆 台形

N-28° 一W NW_10イ SE 6 浅い逆台形

N-16° 一W NW｀ 10＼ SE 逆台形

N-63° 一W N IV_13/SE 逆台形

N-38° 一W 月 Wヽ~-4-_E
逆台形

N-19° 一W 6 舟底形

N-25° 一W 舟底 形 江戸以前

N-2° 一W SWィ 5/NE オ底形

N-43° 一W オ底形

欠  番

N-42° 一W NW_20~SE U字形

N-31° 一W NW~10＼ SE 185以 上 逆台形

N-26° 一W U字形

N-40° 一W 西 壁 喜田浅 し オllk形

N-55° 一W 8 舟底形

N-50° 一W 舟底形 平安以前

N-8° 一W SヽV″ィ5-NE 7 浅 い逆台形 平安以前

N-41° 一W NW-40、、SE U字形 平安以前

N-41° 一W 5 V字状

不  明 不   明 140以 上 不  明 不  明 不   明

N-32° 一W NW__3″ ″SE 逆台形

第 3表 溝方向グラフ

真
lo      lし       fっ

8



との重複関係により江戸時代以前の年代が考えられるが、他の多くの濤については年代の位置

付けに足る資料を得ることが出来なかった。したがって古代のものであるか、あるいは中世・

近世のものであるかは不明であるが、遺物を出土した16・ 19。 20。 23。 27・ 28・ 29。 33。 34・

35・ 40。 42号濤の資料を見ると、土師器・須恵器の類が大部分で、中世以降の這物は見ること

ができない。

濤の規模について一覧表にしたのが第 2表である。この表により規模から濤を下記のように

分類することができる。

大型 a=上面幅が lmを超える濤で、深さが20cm以 下と,表 いもの。

〔16・ 20号濤〕

大型 b=上面幅が lmを超 える濤で、深 さが50釦以上 と深いもの。

〔34・ 42号濤〕

中型 =上面幅がlm以下40cm以 上の濤

〔17・ 18・ 19。 23・ 25。 27。 29・ 30・ 31・ 33。 35,36・ 38。 40。 41・ 43号浮尊〕

小型 一上面幅が40cm未満の濤

〔21・ 22・ 24・ 26・ 28・ 37・ 39号濤〕

この分類によれば、大型 。小型の濤は少なく、中型の濤が多い。大型の濤は、重複関係にお

いて、浅いものは比軟的新しく (S D16・ 20)、 深いものは古い (S D34・ 42)傾向が認められ

る。小型の濤は検出される長さの短いものが多い。(S D21・ 28。 37)

濤の方向としては、第 2表及び第 3表のグラフに示したようにN-15° ～50° 一W(】ロヒ西～

北西)を指す濤18条が大部分を占め統一性が感じられる。他の方向としては、北と耳ヒ東の濤が

それぞれ 3条 と西北西の濤が 2条だけである。

濤両端の底面の傾斜は、第 2表のように、傾斜のあるものと、ほとんど平坦なものとは約半

々で、傾斜のあるものも33号濤を除くと10cm以下と差は小さく、平坦に近いものである。傾き

としては、耳ヒ西が下がる濤が 6条、南東が下がる濤が 3条 と、両方向のものがあり、自然地形

等による傾向は認められない。



Ⅶ,ま  と め

1.本調査区は、南小泉遺跡の南端部に位置するが、竪穴住居跡・土壌・井戸跡・小濤状遺構・

濤・ビット等多数の遺構が発見され、遺構はさらに南側にも広がっている可能性が考えられ

るようになった。

2.発見遺構で、年代の明らかなものは、平安時代より古い小溝状遺構 。平安時代の竪穴住居

跡 2軒・土羨 1基・ピット1個・平安時代前後の多数の濤 。江戸時代の井戸跡 1基がある。

年代の明らかな遺構のなかでは、平安期に属するものが多い。

3.出土遺物としては、古い方から石鏃・スクレイパー・弥生式上器・古墳時代の石製紡錘車・

古墳時代～平安時代の上師器・平安時代の須恵器・古代瓦・近世瓦 。近世の施釉及び無釉陶

器がある。また時期は明らかでないが鍬・鉄滓 。フイゴ羽口・石臼片も出土した。出土遺物

のなかで、数量的に最も多いのが土師器で、土師器のなかでも平安期と考えられるのが大部

分を占め、古墳時代のものは少ない。

4.発見された遺構には多くの重複関係があり、これをまとめると第 4表のようになり、平安

時代以前より近世に至るまでの人々の生活の跡が連綿として続いて来たことが窺われる。

第4表 発見遺橋重複関係一覧表
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言主     言己

註 1 早坂春―・阿部 恵

註 2 加藤道男・佐藤好一

註 3 小川淳一

註 4 真山 悟

註 5 岡田茂弘・桑原滋郎

註 6 白鳥良一

註 7 東】し学院大学考古学

石汗夢毛菩b

註 8 丹羽 茂・小野寺祥

一郎・阿部博志

註 9 仙台市教育委員会

註10 田中則和・柳沢みど

註11 仙台市教育委員会

註12 結城慎― 。工藤哲司

伊東信雄

「西手取遺跡一東北自動車道追跡調査報告書Ⅱ」『宮城県文化財調

査報告書』第63集 宮城県教育委員会 (1980)

「藤屋敷遺跡―東北自動車道追跡調査報告書Ⅱ」『宮城県文化財調

査報告書』第63集 宮城県教育委員会 (1980)

「青木追跡一東】し自動車道追跡調査報告書Ⅳ」『宮城県文化財調査

報告書』第71集 宮城県教育委員会 (1980)

「家老内遺跡一東北自動車道追跡調査報告書V」『宮城県文化財調

査報告書』第81集 宮城県教育委員会 (1981)

「多賀城周辺における古代ナ不形土器の変遷」『研究紀要』 I 宮城

県多賀城跡調査研究所 (1974)

「多賀城跡出土土器の変遷」『研究紀要』Ⅶ 宮城県多賀城跡調査

研究所 (1980)

「栗遺跡発掘調査報告書」『仙台市文化財調査報告書』第14集 仙

台市教育委員会 (1979)

「清水遺跡一東北新幹線関係遺跡調査報告書V」『宮城県文化財調

査報告書』第77集 宮城県教育委員会 (1981)

第 1回・第 2回「安久東遺跡現地説明会」資料 仙台市教育委員

会・宮城県教育委員会 (1977)

り :「六反田追跡発掘調査報告書」『仙台市文化財調査報告書』第34

集 仙台市教育委員会 (1981)

:「山口追跡現地説明会資料」 仙台市教育委員会 (1982)

:「南小泉追跡範囲確認調査報告書」『仙台市文化財調査報告書』第

13集 仙台市教育委員会 (1978)

註13 田村 孝・小野和之 :「芦田貝戸這跡Ⅱ」『高崎市文化財調査報告書』第19集 高崎市教

金井潤子      育委員会・高崎市文化財保護協会 (1980)



出土地点 表 土

計積  別 土 師 器 須 恵 器 瓦
中‖! 近世
rtl   器 鉄 製 品

器 FTI 甕 窒 鉄 津

破片数 187 13 8 2 8

① 表土 (I層 )

② Ⅱa層

① 17号住居跡

③ 18号住居跡

⑥ 6号 土 境

③ Ⅱb層

出土地点 Ⅱ    a    '再 計

種  別 土 師 器 須恵器 瓦 鉄製品

器  種

破片数 6 2 ユ

出土地点 Ⅱ b層 計

種  別 土師器 須恵器

器  種 甕 甕

破片数 2

種   別 土 器 須恵器 計

器  種 甕 甕

部   位 体 位 口縁と卜 体 体  部

調

整

外面 ヨコ十 デ ナ デ ナ デ ナ デ ケヽロハケE 不 明 不 明 タタキロ

内 面 ヘラナテ ヘラナデ 一７
，
ベ
ナ す デ 不 明 ナ デ 不 明 ヘラナデ

層位
l ユ ] ユ 7 ]

床 2 ] 3 ユ 5 1 1

計 ユ 2 2 ] 5 1 1 ユ

TTj   別 土 器 小生土器

計器   種
'不

甕 甕

部   位 底 部 体   部 底   部 体 部

調

整

タト  面 ナ デ ロクロ ナ  デ

内 面 ヘラナデ ナ デ ロクロ

層位

カマド煙道 5

カマ ド5 6 ユ 1

カマ ド6 3 ユ 1

床 1 1

ピット6 1

計 l l 1 1 1 l

種   別 土 器 須恵器 瓦 無釉陶器 石 製 品 計

器   種 甕 丸瓦 平  瓦 橋 鉢 皿 石臼 ?

部   位 口縁部～体部 体 部 口縁部

調

整

外面 ナ デ 不 明 不明 ロクロ ヘラナデ ヘラナデ 布 目 ハケロ
内面 ラミガキ 不  明 ナデ ヘラナデ 不明 布 目 縄 目 筋 目

層 位

1 --2
1

2

3 1 2 3 5

1 16 1

1^-5 1 1 1

計 1 2 3 ユ 1 21 8 1 5



11号土境

種   別 土 師 器

計器   種 l不 甕

音[  位 体部 体部

調

整

外 面 ナ デ 不 明

内 面 不 明

厨位 1 1

計 1 l 2

⑩ ピット9

⑫ 2号性格不明遺構

① 12号土境 ③ 小溝状遺構群

巧 溝〇

種  別 土師器

計器  種 〕系

部   位 体部

調

整

外面

内面

層位 1

計 1 1

fl 別 J:

器 fT 饗

部  位 体  H;

調

整

外 面

内面 ナ デ 不明

南北 ] 5 1 1

束西 5 〕

と

計 1 7 l 1 10
種   別 土 師 器

計器 種 甕

位 体   位

調

整

外面 不 明 不 明

内面 不明

層位 2 7

計 2 7 9

種 土 器

器 種 1不 高台付1不 甕

位 体 高台部 体

調

整

タトE三 ナ デ ナ デ ロクロ ナ デ ナ デ ケヽロ ケヽロ

内面 ナ デ ナ テ ロクロ ナ デ ヘラナデ ナ デ ヘラナテ ヘラナデ ナ デ

層位 A～ F 3 ] I 3 2 1 1 4 ] l 6

1～ 5 ユ 1 l 2 ]

計 3 2 l 3 2 11 14 1 1 4 2 1 6

種 土 器 須 恵 器 瓦

器 種 甕 高合付〕不 甕 丸瓦

位 体 底 体 部 底 底出; 頸 部 体 部

調

整

外 面 不 明 ロクロ ロクロ 阿伝 ヘ
ケ タタキロ カキロ ナ デ

内 面 不 明 ヘラナデ ナ デ ケヽロ ロクロ ナ デ ナ デ ナ デ 布 日

層 位 A～ F層 1 4 2 1 1 15 ユ 1 7 1 6 l l

ユ～5層 3 2 1 3

討 4 4 2 1 1 17 ] 1 1 7 1 1 1

種 瓦 土製S 鉄製品 計

器 種 丸瓦 平瓦 フイゴ 鉄 滓

位 羽 口

調

整

タト面豆 率電日 布 目

内 面 布 目 縄 目

層位 A～ F層 2 4

1～ 5層 2 6

計 2 4 2 6

種 鉄製品
計

器 種

部 位

調

整

タト顧写

内面

層位 1^-2 ユ

計 1 1



019号 溝

I重   房1 J:     白Hi     拷汁
計

イ|ヽ   不重 〕不 変

部  位 体

調

整

外面 ナ デ ナ デ

内 面
ラ

●
ヘ
ナ ナ デ 不り∫

屑位 不りI 1 2 1 1 1 1

ユ 2 1 1 1 1 7

020号 溝

不毛  房1 七 ,【

計
橘卜 柿 〕不 喪

H` 位 体J` 体 底J`

調

整

外面 ナ デ ナ デ
ヘ
ケ

内面
ヘ
ケ 不明

椰位 1 I 3 2 l 2 1

1 〕 3 2 ユ 2 1 11

⑩ 23号 溝

種  別 E裂衝
計

器  種 簑 鏃

部  位 体 部

調

整

外面

内 面

層位 1 1

計 I I 2

027号 溝

下重    局け 土 須 恵 器 h生土器鉄製品 石製品
計

器   凝 甕 甕 鉄 滓 紡錘車

H`  位 体 部 体 体部 底部 体部

調

整

外 面 不 明 ナ デ ハケロ ハケロ ロクロ

内 面 ラ
着

ヘラナデ へ刃 ブ ヘラ万 ロクロ ロクロ

幅位 1～ 2 1 2 ユ 2 1 1 1 3 1

3 1 2 〕

計 1 2 l 2 1 1 1 l 5 1 ]

① 28号 溝

種   別 土  師   器 須 恵 器 瓦

計
器   種 よ不 甕 平 瓦

きb  位 体 部 体   部 体   部

調

整

外 面 ケヽロ ナ デ 糸鼈目

内 面 ロクロ ナ デ ケヽロ 布 日

膚 位 1 ] 2 1 l l ユ

計 l 2 l 2 ユ ユ 〕 9

⑩ 33号 溝    ⑪ 34号 溝

⑩ 29号 溝

種   別 土師器
計

器   種 甕

部   位 体 部

調

整

外 面 ハケロ

内 面

層 位 1

計 1 1

種   別 鉄製品
計

器   種 鍬 ?

部   位

調

整

外 面

内 面

層 位 1

計 1 1

種   別 土   師   器

器   種 1界 甕

部   位 体 部 底 部 体 部

調

整

外 面 ロクロ
へ
ヽ
ヽ

不 明

内 面 不 明

層 位 2 ] 2

計 2 I 2

② 35号 溝
種   別 土   師   器

計
器   種 甕

部   位 体   部

調

整

外 面 ナ デ ハケロ ハケロ

内 面 ナ デ ハケロ

層 位 ] I 1

計 ユ 1 , 3

④ 40号 溝
極   別 土 器

計
器   種

'不

甕

部   位 日褐常[ 体   部 体

調

整

外 面 ナ デ 不 明

内 面 不 明 不 明

層 位 2 4 1 1

計 2 4 1 1 11

④ 42号 溝
種   別 土 器 須 忘 器

器   種 高〕不 甕

部   位 日筋楷[ 体   割
`

底 部 体   部 体 部 底 部

調

整

外 面 ナ デ ナ デ ロクロ ナ デ ケヽロ

内 面 ロクロ ナ デ ヘラナデ ヘラナデ ナ デ ケヽロ

層 位 向色土 ユ 1 2 2 1 1 ] 2 5 2

計 ] 1 2 2 1 〕 と 2 5 2
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写真36 調査区全景 (北 より)
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写真37 調査区南東部 (北より)
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写真38

17号住居跡全景

(南 より)

写真39

17号住居跡遺物出土状況

(南西より)

写真40

18号住居跡全景

(南 より)
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写真41

18号住居跡カマ ド

(南 より)

写真42

1号性格不明遺構

(南東より)

写真43

2号性格不明遺構

(北西より)
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写真44

6号土嬢 (井戸跡 )

(西 より)

写真45

7号土壊

(南 より)

写真46

9号土媛

(北 より)
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写真47

10号土壊

(南 より)

写真48

1,号土媛

(南 より)
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12号土墳

(東 より)
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写真50

ピッ ト50

(西 より)

写真51

小溝状遺構

(南 より)
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写真52

16・ 22・ 34号溝

(南 より)

写真53

28号溝及び

9号土境確認状況

(北 より)

写真54

23・ 30。 42号溝

(北 より)
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1 土師器・甕 (SI-17出土)

2.土師器・甕 (SI-17出土)

3 土師器・甕 (SK-10出 土)

4 須恵器・ナ不(ピ ット9出土)

5 須恵器・壺 (ピ ット9出土)

6.須恵器・甕 (sI-17出土)

写真55 出土遺物 1



無釉陶器・緒鉢・内面(SK-6井戸跡出土)

同   外面(   同    )
施釉陶器・皿    (SK-6井 戸跡出土 )

近 世 瓦・丸瓦・凸面(SK-6井 戸跡出土)

同   凹面(   同    )

写真56 出土遺物 2



筵 基

1 鉄製器・鍬    (SD-33 井 戸 )
2.石  鏃   (SD 23井 戸 )

3.石製紡錘車    (SD-27 出 土 )
4.近世瓦・丸瓦・凸面(SK-6井戸跡出土)

5.  同   凹面(   同    )

写真57 出土遺物 3



付 1 仙台市周辺の窯跡および遺跡出土土器の胎上分析

奈良教育大学 三 辻 不J一

1.は じ め に

粘土 を1350℃ もの高温で焼成 しても、化学組成に変動がないことが確かめられているので、

窯跡から出土する須恵器胎土を分析することによって、その窯で生産された須恵器胎土の化学

的特性 を知ることができる。そしてそのデータを遺跡から出土する須恵器の胎土分析の結果と

対応する窯、または地域がその産地 と考えられる訳である。筆者はこの方法で各地の遺跡出土

須恵器の産地 を数多く推定 した。また、全国各地の多数の窯跡から出土する須恵器を分析 した

結果、須恵器胎上の地域特性はその地域の粘土の母岩の化学特性 に関連することが推定された。

この結果を活用すると、窯跡の残っていない土師器や埴輪なども胎土分析によって、その産

地 を見当づけることができる。本報告では、仙台市周辺の窯跡出土須恵器を分析 し、その結果

を仙台市周辺の遺跡から出土 した土器の胎上分析の結果に対応 させて、その産地 を推定 した。

2.分 析 方 法

表 1に は、今回分析対象となった窯跡 と違跡、および上器種 をまとめてある。資料は仙台市

教育委員会、および仙台育英高校の渡辺泰仲氏から提供 された。資料は表面を研磨 して、付着

汚物、灰釉などを除去 したのち、タングステンカーバイ ド製乳鉢 (硬度 9.5)で 100～ 200メ

ッシュ程度に粉砕 した。粉末試料は10ト ンの圧力を加えてペレットに成形 し、蛍光X線分析用

試料とした。エネルギー分散型蛍光X線分析装置により、土器の蛍光X線スペク トルが測定 さ

れた。土器中の成分として、Si(ケ イ素)、 K(カ リウム
)、 Ca(カ ルシウム)、 Fc(鉄 )、 Rb(ル

ビジウム
)、 Sr(ス トロンチウム)が定量

された。定量分析には、標準試料として

岩石標準試料 」G-1が 使用 された。分

析データは標準試料による規格化値で表

示された。規格化値は次式によって求め

られた。

表 1 分析対象となった遺跡名および土器種

遺  伽  名 土 器 極 出 上 、表採 年

人遵 寺 窯 帥 須 思 器 、 瓦 975
y■ 本 松 窯 」F/J

堤 W]窯 伽 須 恵 器

シ々 布蕉 雲 肋イ 須 悪 橘ト 980

吹 付 窯 跡 須 恵 器

山 I]遺 伽 勿質 貿ミ 著善 980

朱  道  IFD 勿負 冤蜃 祐ま

ぺ野 田古娯 須 恵 器

須 思 器

ドノ内追跡 須 恵 器

|・ll′ 卜/1k追」小 土 l ll器 、須 忘 器 、中 世 阿 蕎

今 泉 llJk」亦 中世陶器



X一
(実試料中のXの 全カウント数)

(岩石標準試料 」G-1の 中のXの 全カウント数 )

Xは各々、Si、 K、 Ca、 Fe、 Rb、 Srである。これらのうち、Siに は殆んど地域差がなく、

またKと Rb、 Caと Srの 間には各々、正の相関関係があったので、これらのうちの 2囚子は不

必要である。結果として、地域の特性を表わす因子としてはRb、 Sr、 Feの 3因子を選択 した。

とくに全国各地の 400余基の窯跡から出土した約5000点 の須恵器を分析 した結果、Rb― Sr分

布図が地域特性 を表わすのに有効であることが分かったので、Rb一 Sr分 布図を採用した。

3.分 析 結 果

図 1には大蓮寺窯跡出土の須恵器と瓦のRb― Sr分布図、およびFe量 を示してある。Rb―Sr

分布図上の中央に引かれた新座標軸は全国の窯跡出土須恵器のRb、 Srの平均値である。窯跡出

土須恵器の分析データはいずれもよくまとまって分布しており、同一窯跡でつくられた土器粘

土は同質であることを示している。また、須恵器と瓦でも、同一窯跡でつくられたものは類似

しており、本質的には同質の胎土であることが分かる。これらを全部含むようにして大蓮寺窯

領域が決められた。

図 1 大蓮窯跡出土瓦・須恵器のRb一 Sr分布図とFe量 図2 仙台市五本松窯跡出土瓦のRb― Sr分布図とFe量
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大遵寺窯領域



図 3 仙台市堤町窯跡出土須恵器のRb一 Sr分布図とFe量  図 4 松山町次橋 1・ 2号窯跡出土須恵器のRb一 Sr分布図
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図 5 大衛1寸吹付窯跡出土須恵器のRb― Sr分布図とFe量
仙台市内遺跡(堤町窯跡・山口。栗 。大野田古墳・郡山
下ノ内)出土須恵器のRb一 Sr分布図とFe量
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図 2に は、同 じ仙台市内五本松窯跡出土瓦のRb― Sr分布図、およびFe量 を示 してある。同時

に図 1で求めた大蓮寺窯領域 を示 してあるが、五本松窯の瓦はほとんど大蓮寺窯領域に対応す

ることが分かる。

図 3に は、仙台市堤町窯跡出土須恵器のRb― Sr分布図を示 してある。大蓮寺窯および五本松

窯の須恵器と瓦を含むようにして決めた仙台領域にほぼ対応することが分かる。

図 4に は、志田郡松山町次橋 1、 2号窯出土須恵器のRb―Sr分布図とFe量 を示 してある。

図 1、 2で求めた大蓮寺窯、および五本松窯の須恵器、瓦を全部含むようにして仙台領域 とし

てある。そうすると、次橋 1、 2号窯の須恵器の大半が仙台領域に入ることが分かる。 したが

って、仙台 を中心としたかなり広い地域の土器胎土がRb― Sr分 布図上で同 じ特性 を示すことが

分かる。

図 5に は、黒川郡大衡村吹付窯跡出土須恵器のRb― Sr分布図とFe量 を示 してある。この窯跡

の須恵器のRb量は仙台グループに比較 して少 し多く、仙台領域から少 しずれることが分かる。

したがって、吹付窯跡の須恵器は仙台グループから相互識別できる可能性 をもつ。また、Fe量

は図 1か ら図 5ま でを比較 して分かるように、仙台を中心とする地域の窯間では殆んど差がな

いことも分かる。

次に、追跡から出土する土器の胎土をみてみよう。図 6に は、仙台市内の 6遺跡から出土 し

図7 南小泉遺跡出上の上師器と須恵器のRb― Sr分布図と  図8 今泉城跡出土中世陶器のRb― Sr分布図とFe量

o東海産と推定
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図 9 南小泉遺跡出土中世陶器のRb― Sr分布図とFe量 た須恵器のRb一 Sr分布、およつゞ e量を示して

ある。Rb― Sr分布図では全試料が仙台領域内、

またはその近傍に分布 し、これらの須恵器の

産地が仙台市内、またはその周辺にあること

を示唆 している。

図 7に は、南小泉遺跡出上の土師器と須恵

器のRb― Sr分布図とFe量 を示 してある。こ

こでも殆んどの試料は仙台領域内に入 り、そ

の産地が仙台周辺にあることを示す。土師器

には、Fe量が著 しく多いものがあるが、その

理由はよくわからない。

図 8に は、仙台市今泉城跡出土の中世陶器

の分析結果を示 してある。10点の試料の うち

の半分は仙台領域に入っており、仙台周辺産

の中世陶器であることを示 している。一方、

試料番号5220、 5226、 5227、 5228、 5229の 5

点は完全に仙台領域外に逸脱 して分布する。このことはFe量でも確かめられる。これらの試料

のFe含有量は少なく、Fe量でも仙台領域に対応しない。したがって、これら5点の試料は県外

からの搬入物と推定される。とくに、Rb量が全国平均より高いことは西日本型であることを示

唆する。Rb量、およびFe量から岐阜、名古屋を中心とした東海地方がその産地と考えられた。

岐阜、名古屋か常滑かは放射化分析によるNa量から推定できるので、次の機会にこれらの試料

の放射化分析を行なう予定である。

図 9に は、南小泉遺跡出土の中世陶器の分析結果を示してある。ここでも、 6点の試料のう

ち、 4点は地元の仙台産の中世陶器である。しかし、試料番号5199と 5200の 2点は県外からの

搬入物である。Rb― Sr分布図の分布位置より、岐阜、名古屋、知多、渥美の東海地方がその産

地 と推定される。

以上述べたように、今回分析 した資料では、土師器、須恵器はことごとく地元産であったが、

中世陶器にはかなりの率で東海産と推定されるものが検出された。

一Ｓｒ

東海産と
推定されたもの



付 2日 胎上分析結果について

胎土分析による土器の産地推定は、考古学的分析 と重ねることによって成果を確実なものと

することができる。特に交易がさかんになった中世における陶器の移動 を科学的に把握するた

めには有効な方法 と考えられる。

今回、奈良教育大学の三辻利一氏に仙台市及びその用辺の窯跡、また市内の追跡出土の工や

土器を分析 していただいた結果、土師器、須恵器は地元産、中世陶器には東海産と推定 される

ものも多いという意見をまとめていただいた。

そこで、今後、この分析結果をいかしていくために、所見を以下にまとめておきたい。

1.仙台領域の決定には、大蓮寺窯領域 と五本松窯領域 を使用 しているが、当然、堤町窯領

域 も念頭におく必要がある。また、氏が以前に分析 している大蓮寺窯、金山窯、富沢窯出土追

物の分布も帝
lFIL台

領域の設定に関連 させてよいものと思われる。

2.図 1の大蓮寺窯領域 を見ると、須恵器の方が瓦と比べてSrが少ないようであるが、今後、

仙台領域内でも区別できるものか検討 を要する。これは、須恵器が 5世紀後葉で、瓦が 7世紀

末に比定 されることから、同 じ地元産品で、同窯跡であっても、 5世紀 と7世紀では、粘上の

採取地点を異にしていることを現わしているとも解釈できる。

3.図 6を 見ると、仙台領域から比べてSrが極端に多いものは、郡山遺跡出土の須恵器の 1

片である。氏が現在まで行っている他地域の分析結果に照 し合せても、当てはまる領域はない

ようである。仙台領域、大きくは陸前領域の分析資料の増力月によって、今後、この 1点 を包含

するような領域が設定できるようになるのか。たしかに、図 4の 松山町次橋窯領域 を見ると、

仙台領域 に比べてSrの 含有量が多い。郡山遺跡は窯跡でないので、その近隣からの土器の移動

は当然考えられてよい。

4.図 7に よると南小泉遺跡出上の須恵器と土師器も、若千、仙台領域外に飛び出 している

ものがある。これも分析量の増加で、仙台領域が拡大され、それに包合されるか、Rbが若千 多

いことを考慮すれば、図 5の大衡村欧付窯領域に示 されているように、陸前地方の他地域から

の移動が考えられる。

5.図 8の 今泉城跡出上の中世陶器の半分は東海産という推定がなされている。 しかしなが

ら、九州唐津の製品ではないかと思われるものがあり、放射化分析の結果がまたれる。特に資

料番号5220、 5228、 5229の 3点は、氏が行った分析では九州の領域 に入っていを考
2)

以上、所見を述べたが、残念ながら、報告書の刊行までに三辻氏 と分析結果について、いろ

いる検討ができなかった。今後、放射化分析結果がだされた折に再検討 したいと思っている。



(註 1) 二辻利一、児島玉貴ほか 「元素分析による古代土器の産地推定の実例 (2)」

奈良教育大学紀要第29巻第 2号 (自 然科学)1980・ 11を 参照。

(註 2) 二辻利二  「】台土分析による古代土器の産地推定」古文化談叢第 7集 (九州古文

化研究会)1980。 4を参照。
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